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【全員協議会】

平成２９年８月１０日（木）

午後１時３０分 開会

議長

ただいまから、全員協議会を開会します。議員各位におかれましては、ご多忙のところ

ご参集いただきまして、ありがとうございます。

本日は、７月２２日からの大雨による被害とその対応について、執行部から説明を受け、

それに対する質疑を行うため、この会議を開催したところであります。

さて、本会議は、秋田県議会会議規則第１２９条に基づく「協議又は調整を行うための

場」として定められております。そのため、会議を進行するに当たり、まず、座長を選出

する必要があります。これまでの例では、議長が、この会議を進行しておりましたが、今

回も、引き続き、議長が座長を務めることとしてよろしいでしょうか。

【「異議なし」と呼ぶ者あり】

議長

それでは、議長が、座長として会議を進行します。

座長（議長）

次に、席順についてですが、席順は、ただいま着席しているとおり決定して御異議あり

ませんか。

【「異議なし」と呼ぶ者あり】

座長（議長）

御異議ないものと認め、席順はただいま着席しているとおりとします。

次に、会議の傍聴についてですが、規程により、座長の許可を得た者が傍聴できること

になっておりますので、報道機関等の傍聴は認めることとします。

次に、本日の会議の進め方ですが、冒頭、執行部に説明を求め、その後、会派ごとに質

疑を行うという形で進行したいと思いますので、よろしくお願いします。

初めに、佐竹知事から発言を求められておりますので、これを許可します。

知事

状況説明に入ります前に、今回の大雨災害において私自身の極めて至らぬ行動により県

政に対する信頼を損ねたことに対し、被災されました皆様はもとより県民の皆様、そして

県議会議員の皆様に心からおわびを申し上げます。

今回の事案において、私の初期対応や状況判断の甘さ、更には当初真実を語らなかった

こと、二重に失態を重ね、おわびの言葉を重ねるだけでは済まないことは重々承知してお

り、また県政に対する信頼を取り戻すことも容易ではないものと改めて自身の不明さに恥

じ入っている次第でございます。各方面からの厳しい御叱責は当然でありますが、かくな

る上は今回の失態をしっかりと心に刻み、深く反省し、全力で災害の復旧、復興に取り組

むとともに、多くの県政課題の解決に向けて全力を尽くすことが私の責務と捉え、改めて

初心に返り、厳しく身を律しながら謙虚な姿勢で県政運営に全身全霊を傾けてまいる覚悟
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でございます。重ねてこのたびの不始末を心からおわび申し上げます。

それでは、私から概略を説明申し上げます。まずもって今般の水害で被災されました皆

様に心からお見舞いを申し上げます。それでは、大雨災害の復旧、復興に向けた取組状況

や今後の復旧方向について概略を説明いたします。

まず、国からの視察動向でございます。復旧、復興に向けた取組としましては、先月末、

石井国土交通大臣、自由民主党豪雨災害対策ワーキングチームとともに被災地の視察を実

施いたしております。石井国土交通大臣には秋田新幹線の復旧状況や公共施設、雄物川等

の浸水被害状況、自由民主党豪雨災害対策ワーキングチームには農地、農業用施設、共同

利用施設等の被災状況をごらんいただくとともに、早期の激甚災害指定や復旧、復興支援

を強く要請したところでございます。また、単独で現地視察されました公明党井上幹事長

にも直接支援要請を行っております。

国への要望でございます。私自身も大仙市や横手市、秋田市、由利本荘市、三種町の被

災した住宅や商店街等を視察した状況を踏まえ、８月７日には被災地の市長や副市長、県

関係国会議員とともに菅内閣官房長官、齋藤農林水産大臣、石井国土交通大臣のほか、総

務省や自民党本部を訪問し、激甚災害の指定、被災者生活再建支援制度や災害救助法の柔

軟な運用に加え、公共土木災害、農林災害等の復旧事業の早期採択、県、市町村への財政

支援等を強く要望したところであります。

こうした活動が実を結び、８月８日の閣議決定により、本日全国の豪雨及び暴風雨によ

る災害とともに本県の災害につきましても激甚災害に指定され、農地、農業用施設等の災

害復旧事業に対し、国庫補助率のかさ上げ等の支援措置が設けられております。県として

も国や被災市町村と連携しながら、道路、河川などの各種被災施設の復旧とともに、住民

生活の安定の確保や農林漁業者等の経営再建に全力で取り組んでいくつもりでございま

す。

私からは以上でございます。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

続きまして、私からは大雨による被害状況及びその対応について、全員協議会資料によ

り御説明いたします。

初めに、１の「気象情報の発表状況等」についてでありますが、停滞した梅雨前線の影

響により、７月２２日の未明から県内の全域において記載のような警報等が発表され、県

内１７地点において観測史上最多の降雨を観測するなど記録的な豪雨となりました。

この豪雨によりまして、次の２ページ、２の「被害状況等」についてでありますが、（１）

の人的被害につきましては幸いなかったものの、（２）の建物等の被害につきましては、

住家については大仙市など１７の市と町において、事業所につきましても横手市、大仙市

など県南部を中心に多くの被害が生じたところであります。

次の３ページ、（３）、「農林水産被害」、次の４ページ、（４）、「公共土木施設被害」に

つきましては、後ほど担当部長が御説明申し上げます。

５ページをごらんいただきます。（８）の「ライフライン被害」につきましては、７市

１町において停電が発生したほか、水道につきましても６市において断水や水質異常など

が生じたところであります。

また、（９）の「観光への影響」につきましては、県内の主要宿泊施設に対する聞き取
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り調査では、多くの施設においてキャンセルが発生し、風評被害対策としてウエブサイト

による情報発信やエージェントに対する個別訪問等を行っているところであります。

６ページをごらんください。３の「警戒体制等」のうち、（１）の「県の体制」につき

ましては、７月２２日の午前、土砂災害警戒情報の発表と同時に災害連絡室を設置し、大

仙市に災害救助法が適用されたことに伴い、７月２８日には災害対策本部に改組しており

ます。また、これまで７回にわたりまして、知事を初め各部局長で構成する庁内連絡会議

や災害対策本部会議を随時開催し、被災者等への支援や被災地の復旧などに取り組んでい

るところであります。

１ページ飛びまして、８ページをごらんください。６の「災害復旧や被災者支援に向け

た取組」についてでありますが、（１）の「国への対応等」につきましては、先ほど知事

が概要をお話ししましたので省略いたします。

また、（２）の「農林水産被害への対応」、１０ページの（３）、「公共土木施設被害へ

の対応」につきましても後ほど担当部長が御説明申し上げます。

資料１１ページをごらんください。（４）の「被災者への支援」につきましては、（ア）、

住家が全半壊及び床上浸水した世帯に見舞金を支給するとともに、（エ）の住宅リフォー

ム推進事業については、過去に事業を利用した住宅の復旧工事も対象に補助金を交付する

ほか、（カ）にありますとおり県や関係機関で構成する組織により、８月末まで義援金の

募集を行っております。

１２ページをごらんください。（５）の「被災した中小企業者への支援」としましては、

経営等に関する特別相談窓口を設置するとともに、制度融資の特別枠の設定による金融支

援を行っております。

最後に、７の「この度の災害を踏まえた危機管理体制の見直し」についてであります。

このたびの大雨災害におきましては、知事への情報伝達や幹部職員による情報の共有、状

況に応じた警戒態勢の在り方などについて様々な課題が明らかになりましたので、体制の

見直しを行うことといたしました。

まず、（１）の「知事への情報伝達方法」の見直しにつきましては、情報を確実に伝達

するため、重要な情報については電話等により直接口頭で伝えることを徹底するほか、メ

ールを送る場合は他のメールとの区別化を図るとともに、受信を必ず確認することにいた

しました。また、伝達した内容については、幹部職員で共有を図ることといたしました。

（２）の「知事の所在の把握」につきましては、公務外においても知事の所在を確認し、

幹部職員でその情報を共有することにいたしました。

（３）の「気象情報等のメール配信職員の拡大」につきましては、これまで職員の希望

による登録制としてきたメール配信を課長級以上の職員については登録を義務化いたしま

した。

（４）の「災害対策本部等設置基準の運用の明確化」につきましては、災害対策本部な

どの体制を適時的確に設置できるよう、自動的に設置する場合以外の運用に関して避難勧

告等の発令状況などの客観的な事実に基づく運用上の判断基準を策定することにいたしま

した。

危機管理体制につきましては、今後とも様々な観点から問題意識を持ちながら必要な見

直しを行ってまいりたいと考えております。
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私からの説明は以上であります。

農林水産部長

それでは、資料の３ページをごらんください。農林水産関係の被害の状況等につきまし

て、私から説明をさせていただきます。

昨日現在で被害総額が８３億円強となっています。このうち特に被害が大きかった仙北、

秋田、平鹿地域で全県の８割を占めている状況にあります。大仙市の農業用の施設等で、

まだ一部調査は残っていますが、調査は、ほぼ終了しつつありまして、最終的には９０億

円前後と見込んでいます。内訳につきましては、表にありますように一番上の「農作物」

で１５億円、それから中段からやや下のほうに記載しておりますが、土砂の流入による畦

畔（耕地間の境のこと）、のり面崩壊等で「農地」の被害額は１５億円、その下の「農業

用施設」で３１億円ということで、農地、農業用施設で４６億円に上っています。それか

ら、一番下段の林業関係で約２０億円という状況になっています。

続きまして、恐れ入りますが、資料の８ページをお開きください。こうした被害状況の

対応についてですが、（ア）にありますように、まずは「早期の被害全容把握」というこ

とで、市町村等と一緒になりながら被害状況の調査を進めているところです。

それから、９ページの（イ）にありますように「被災農家に対する技術指導」というこ

とで、できるだけ収量の減少や品質の低下を防ぎたいため、ＪＡと連携しながら病害虫防

除と栽培管理指導を行っているところです。

それから、（ウ）にありますように特に水稲が出穂期を迎えまして、農業用水の確保が

一番急がれているところですので、農業用水の確保に全力で取り組んできているところで

す。

最後に、（エ）にありますように「復旧に向けた支援策の検討状況」ですが、まずは農

地、農業用施設の復旧ということで、被害額に応じまして国の災害復旧事業、それから県

独自の事業、そして更には農家みずから行ったもの等につきましても支援するなど、その

状況に応じてきめ細かな支援策を検討しているところです。

それから、生産面の支援ということで、経営の再開や再生産に向けた面ですが、被災し

た農業生産用の施設、それから機械、こうしたものの復旧等に支援することはもちろんで

すが、年内の収入確保、更には翌年の再生産に向けた取組といたしまして、種苗や生産資

材等の購入に対する支援等も検討しています。併せて資金対策として無利子の独自の資金

の創設も検討しているところです。

私からは以上です。

建設部長

建設部関係の被害の概要等について御説明いたします。

資料の４ページをお開きください。（４）、「公共土木施設災害」の状況ですが、調査に

つきましてはほぼ終えておりまして、県と市町村合わせて総額約１３５億円、県分が約

８８億円、市町村分が約４７億円となっております。うち河川砂防関係は、芋川などで

９８億円、道路が国道１０５号など３５億円の被害を確認しております。道路の通行規制

の状況ですが、ピーク時には２７カ所が全面通行止めであったものですが、現在は６カ所

となっております。規制が解除されたものが２９カ所で、応急処置が順次進んできている

状況です。
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飛びまして１０ページをごらんください。「公共土木施設被害への対応」についてです。

まずは、全面通行止めとなって支障をきたしている道路の応急処置ですが、規制箇所が多

かったことから優先順位をつけて対応してきたところです。人命の安全を確保するために

孤立集落を解消することや、役場や公共施設、空港、駅といった防災拠点への道路、主要

観光地を接続する道路など１８カ所について優先して応急復旧工事をしたり、迂回路を造

ったりした結果、７月中に通行を確保することができました。河川につきましては、ほと

んど災害査定を受けることとしておりますが、秋田市の梵字川など１４河川で土のう積み

を行うことで被害拡大を防ぐ応急工事も行っています。

今後の災害復旧事業につきましては、９月下旬から１０月下旬にかけて災害査定を受け

ることとしております。復旧工法が決まり次第、順次早急に対策工事を行ってまいります。

以上が建設関係です。

座長（議長）

以上で説明は終了いたしました。

次に、ただいまの説明等に対する質疑を会派ごとに行います。

なお、本日の会議の終了予定時間は午後４時３０分をめどとしておりますので、皆様の

御協力をお願いいたします。

初めに、自由民主党会派の質疑を行います。まず、渋谷正敏議員の発言を許します。

渋谷議員

自由民主党会派の渋谷です。この場で知事とやりとりをしたのは６年前、平成２３年の

９月の総括審査のときだったと思います。瓦れき処理のことでいろいろとやり合って、お

互いテーブルをたたきながらやり合った記憶が今よみがえっているわけですが、今回はお

互いに冷静に質問させていただきたい、答えていただきたいと思っているところです。

知事の冒頭の陳謝、説明、そしてマスコミ等に対する軽率な発言を謝りたい、そして全

く弁解の余地もないと、全部責任は自分にあるというようなことを聞き、そしてまた知事

と一緒に現地を調査、視察しながら、知事の被災者に対する思いやりの言葉、そして一生

懸命大臣に対して要望している姿を見ると、この場において知事を叱責する、厳しく追及

するということは私の意には沿わないわけです。しかしながら県民の目は大変厳しいもの

があるわけです。「即刻知事に辞めてもらいたい。」というような意見もあれば、いろい

ろな形で自民党にも、そして私の事務所にもメールがどんどん入ってくる状況です。

その中において、知事は責任は全部自分にあるというようなことになりますと、責任の

とり方はどういうものなのかと。私は、大きく分けると２つに１つだろうと思うのです。

今回の一連の軽率な行動も含めて、責任をとって知事を辞めるという方法も一つだろうと。

しかしながら、私は県民がどんなに冷たい視線で叱責しようとも、針のむしろに座ってい

る状態であろうとも、仕事を通じて挽回し、失地回復したいと、そして県民の信頼を回復

したいと、そういう強い姿勢でこれから臨むという責任のとり方もあろうと思いますが、

改めて知事の決意を聞かせていただきたいと思います。

知事

今お話しがありましたとおり、大変多くの非難、批判が寄せられております。私も中身

を見ています。また、私自身のホームページにもかなり厳しい意見がたくさん寄せられて

います。また、まちを歩いても、やはり自分の後ろめたさもあるかもしれませんが、やや
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冷たい目線を感じることもあります。

そういう中でありますが、正直言って楽になりたいという気持ちもないわけではありま

せん。ただ、今まで様々、手がけた仕事もあります。重要な案件でこれから結論を出さな

ければならないものも幾つかあります。また、今までの国との信頼関係、こういうものを

総合的に勘案しますと、お許しいただけるかどうかは別にして、これらの仕事について、

とにかく自分を無にして、しっかり様々な方面からとにかく努力しながら、そういう仕事

について一つ一つ仕上げていくと。また、県民の今の大きな思いである人口減少問題等々

について最大限の効果を出すべき、私が先頭に立って全力で仕事をしていくということで

いろいろな面の私の至らぬ点について、何とかそういうことでできれば挽回をさせて

いただきたいというのは偽らざる心情です。

渋谷議員

７月２２日は土曜日ですから、知事にとってはプライベートな時間として使っても問題

ありません。今回の問題は、ゴルフに行ったことが問題ではありません。昼から酒を飲も

うと、朝から酒を飲もうと、酒を飲んだこともそんなに プライベートな時間ですから、

勤務時間ではありませんので問題ではありません。今回の２つの大きな問題は、帰るタイ

ミングを失してしまったと。それから、最初に言った４人が７人、夜だけ酒を飲んだもの

を「お昼から」というようなことで、マスコミも嘘というようなことを強調したいために、

今回のお酒の件も出たと思いますが、しかしながら知事は嘘をついていたという実感があ

ったのか、そしてまたこの時間帯に帰ろうという意識が働かなかったのか、その辺はどう

なのですか。

知事

まず、一番の私の反省点は状況判断の甘さということで、いずれゴルフ中に幾つかのメ

ールが届いております。これについてその時点でしっかり見て、いったん確認をすれば。

いろいろな情報が入りますので。ただメールだけで判断したというところが１つございま

す。

また、人数が変わった点は、最初の取材に対して、やはり私も少し後ろめたさがありま

した。ただ、いずれこの点については、こういう事態だからこそ、最初から正確なことを

言っておけば良かったということで、非常に後悔しています。

渋谷議員

４人で行っても７人で行っても、初めから７人で行きましたと、そう言えば問題はない

わけです。極端なことを言えば、お酒を飲んでいた場合、朝から飲んでいました、車にい

るときから飲んでいましたと。昼から飲んでいても、本当のことを言ったほうが良かった

と素直に反省も含めて、今そう思っていますか。

知事

正にそのとおりです。ただ、大変申し訳ないですが、昼からというのは、隠すとか隠さ

ないとかというよりも、全く記憶がございません。もしかしたら飲んでいないような記憶

もあるのです。何を食べたかというのも分かりません。ゴルフをやる人は、お昼に何を食

べたかというのは分からないのです。これ以上言うと弁解になりますが、私は、お昼はも

しかしたら飲んでいなかったような気もするのです。飲んだとしても、それは頭の中にな

かったものですから、飽くまでも宴会という意識から、話したということです。
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渋谷議員

昼から飲んでもいいのです。ゴルフをやったら喉が渇いたので一杯飲みましたと、それ

でいいのです。特別それを記憶があるとかないとかと言わないで、飲んだら飲んだ、飲ま

ないなら飲まない、記憶があればはっきり言ったほうがいいし、記憶が本当にないとすれ

ば、反対に心配になります。そういうものを後で変更するということが私はいけないと思

っています。

知事は今回のことに対して、責任はある程度感じていると。責任のとり方は、それなり

に後ででもいいし、今こういう責任をとりたいというのであれば、今こういう責任をとり

たいということを言ってもらえばいい。いつの時期にどういう責任のとり方をするという

ようなことは、今この場で言えますか。

知事

いずれ様々な御意見があると思います。様々な御意見を聞いた上で、総合的に判断しな

がら、私自身も責任のとり方について、そう遠くない時期に当然一定のけじめはしっかり

つけなければならないと思っています。

渋谷議員

けじめのつけ方は、いろいろあるでしょうが、県民は大変関心を持っているし、注目し

ていますから、これは今までの慣例に従って、このぐらいで収めようなんていうことは決

してしてもらいたくないと。「こんなにも厳しく自分を律するのか。」というようなこと

をやはり我々に示していただきたいと希望します。

そして、またもう一つは、多分、知事は減給処分になろうかと思いますが、それよりも

この際知事の最も好きなお酒とゴルフのうち、この３年間は１つはやめると。自分を律す

るために「ゴルフはやめる。」、または「酒はやめる。」とここで言えませんか。私は、お

酒は知事はやめられないということは分かっていますから、どうですか、ゴルフ。ゴルフ

でこういうことになったのだから、ゴルフは３年間ぐらいやめると、封印すると、そのぐ

らい自分を律するということで、県民にそういうことも含めて言ったほうがいいと思いま

すが、どうですか。

知事

いろいろな場合がございます。必要な場合もございます。ただ、いずれ今回の件につい

ては全て反省の要因になりますので、そういうものを全て考えた上で、様々な面で自分の

身の律し方、あるいは処分の仕方については総合的に考えたいと思います。

渋谷議員

危機管理監にお伺いします。メールで知事に状況を発信したとのことですが、何回、何

通発信したのですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

当日の一連の大雨の状況につきましては、２２日中に８回、あと２３日の早朝に１回、

その後に知事からの連絡があったということで、それまで計９回メールを送信しておりま

す。

渋谷議員

メールというのは、発信したのは分かりますが、見たか見ないかというのはラインと違

って分かりません。それを２２日中に８通送信したとのことですが、その間に知事から何
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か連絡ありましたか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

知事から特に返信なり連絡というものはございませんでした。私は、メールを送って、

本来であればしっかり確認されたかどうかの確認をすべきだったと思いますが、２２日、

２３日のメール送信につきましては、特段受信の確認はしないでしまったということであ

ります。

渋谷議員

危機管理監、そこが問題なのです。例えば、あなたの家族に交通事故が起きた場合、妻

に連絡、メールを打ちましたと。それで、自分の子供は救急車で運ばれているときにメー

ルだけで終わりますか。メールを見たか見ないか分からない状態だったら、必ず緊急の場

合は肉声で電話をかけるでしょう。それをしないということは、あなたは危機管理ができ

ていないということです。どう思いますか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

当日、これだけ大きな被害が進行している中で、きっちり危機感を伝えることが出来な

かったという意味で、そういうメールが連絡手段だったことや実際直接電話をしなかった

ことも含めて大変大きな責任を感じております。

渋谷議員

秋田地方気象台長の和田さんという人がいます。その方は、各首長と全部ラインでつな

いでいるのです。そのために今回の緊急情報等は、首長に電話、ラインで行っています。

それで、大仙市長は後援会の総会、懇親会もあったのですが、ラインで緊急情報が入った

ので、「みんなとお酒を飲みたいけれども、飲めない。」と言って途中から抜けて市役所

に行きました。仙北市もそうです。各市町村長にはみんなラインで情報が入っていました。

気象台長の緊急情報が首長に直接入るようになっています。気象台長から危機管理監のと

ころにラインはつながれていますか。それとも知事のほうにもつながれていますか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

気象台長と私の間でのホットラインはありませんでした。気象台長からは、そうした市

町村長に対して直接助言を行ったその内容と状況について、総合防災課にまとめて報告を

もらっていますが、直接のホットラインはありませんでした。

渋谷議員

そこなのです。やはり今回、大きな人身事故にならなかったのは、市町村長に気象台長

から直接ホットラインがあったことが大きいのです。気象台長が、岩手県で大変な人身事

故が起きたということを教訓にし、今年秋田に来てホットラインを結んだからです。その

ことによって被害を免れたという実態があるわけです。ですから、危機管理監や知事も気

象台長とホットラインを結ぶことをやってはどうですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

今回のことを受けまして、正にそうしたホットラインは非常に重要だと感じております。

そのため、既に気象台長にはお願いをして、知事との間でホットラインを設けるというこ

とで進めているところです。

渋谷議員

水澤部長と草彅部長に伺います。議員の中であなた方と一番長いつき合いだと私は思っ
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ています。というのは、私は今年の４月まで産業観光委員会に４年間いましたから。だか

ら、私はあなた方の能力は十分知っているつもりです。ですから、考えてみればあなた方

も相当のペナルティー、処分があるという気でおりますが、実は私は気の毒だなと思って

いる一人なのです。というのは、県庁の職員に限らず組織の中で自分の上司から誘われて

断る人はほとんどいません。そこは、民間の会社だって、ゴルフをやれることが分かって

いて、社長から誘われたら大概行きます。一杯飲もうと言われたら行きます。そのとき誘

うほうは条件があるのです。やはり仕事が出来るほうがかわいいのです。気の利く人はか

わいいのです。いろいろな意味で、その場の雰囲気を取り持ってくれる人は連れていきや

すい。ですから、あなた方は人間的にも大変知事からはかわいがられる性格だというのは

よく分かります。あなた方は今現職の中では知事の側近中の側近だと私は思っています。

そのとき、知事に、「ちょっと危険ではありませんか。」、「これは帰ったほうがいいので

はないですか。」と言うことを、考えもしなかったですか。それともただ言えなかったの

か、どちらですか。１人ずつ答えてください。

観光文化スポーツ部長

今回のことにつきましては、１つには気象災害を適時的確に把握できる携帯電話の設定

をしていなかったということもあり、今思うと、そういう意味では秋田県内の気象状況に

対する認識が本当に甘かったと思っています。その上で、気象状況を知事が見ていて「秋

田のほうはなかなか大変になってきたようだ。」と、「これはちょっとあしたは出来ない

かもしれないな。」という話をしたときに、その時点で今議員がおっしゃるような立場で

あったからこそ、そういうことを言えなかったことについては大変後悔もしておりますし、

反省もしております。ただ、それは私がそういう意味で認識が甘かったということだと考

えております。

産業労働部長

気象情報に関して、朝の時点でも十分な確認をしておりませんでした。また、十分な気

象情報が入るような携帯電話の設定もなされていないという中で、本当に後悔しているわ

けですが、十分な気象情報を把握できなかったので知事に進言することができなかったと

いうことです。決して進言すべき状況にありながら進言できないということはないと思っ

ております。状況把握ができなかったことを大変反省しておりますが、本当にそのことが、

今回の進言に至らなかった理由です。

渋谷議員

残念なのは、本当に一言「知事帰りませんか。」、「これはちょっと危険ですよ。」とい

うようなことを言ってほしかったと、私は今痛切に感じています。そのときに、知事から

「いや、あした帰ればいい。」と言われたら、あなた方が「では私１人だけ帰ります。」

とは組織上、到底できるものではないですから、それは残るでしょう。それでもそれをや

はり進言してほしかったとつくづく私は思っています。

そして、あなた方２人は、私は十二分に本当に仕事が出来る男、やれる男だと思ってい

ました。しかしながらあなた方の場合はもう部長ですから、部長というと正に知事を支え

る側ですから、やはりこれからは気がついたことはどんどん進言すると。そして、我々議

員もあなた方の能力というのは評価しているわけです。是非そのことで、「友達だから偉

くなったのだ、部長になったのだ。」などと陰口をたたかれないためにも、これから定年
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まで３年近くあるわけですから、身を粉にして本当に県民のために頑張っていただきたい

と、それをお願いして私は終わります。

座長（議長）

渋谷正敏議員の質疑は終了いたしました。

次に、加藤鉱一議員の発言を許します。

加藤（鉱）議員

今回知事から、先ほど「これから残りの任期、しっかり県勢発展のために努力をしたい。」

というお話がありました。しかし、県民の皆さんからはかなり厳しい御意見があり、私も

数件厳しい御意見を頂きました。それだけに知事がその県民の思いというものをいま一度

しっかりかみしめて頑張っていただかなければいけないと思います。

私は今回のこの災害を通して改めて感じたのですが、今回人的被害がゼロというのは、

私は本当に驚くべきことではなかったかと思うのです。このくらいの被害があって人的被

害が全くなかった。これは、先ほど言ったように秋田地方気象台の和田台長さんがホット

ラインを結んでおり、午前９時ころから連絡を始めているのですよね。先ほど危機管理監

が言ったように午前９時１４分に土砂災害警戒情報が出た時点で、自動的に災害連絡室を

立ち上げています。その後本来であれば、これを災害警戒部にもっと早く上げて、上げる

ためには知事の判断を仰がなければいけないのです。まず、これをなぜやらなかったのか

を伺います。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

御指摘のとおり、土砂災害警戒情報が発令されると災害連絡室というのは自動設置とい

うことで、それに併せて立ち上げたところであります。その１つ上の警戒体制としては災

害警戒部というものがあり、それは総合防災課長が必要と認める場合について設置をする

というものです。更に、その上の災害対策部、最上位の災害対策本部ということで、今回

結果的に、やはりこれだけの被害の出た災害でありましたので、もちろん警戒体制という

ものを当然引き上げるべきであったと、今思えばその点について適切な状況判断ができな

かったことを大変後悔しております。そういう意味では、その状況を把握しながら判断は

したところでありますが、そういう状況判断が甘かった、危機感が足りなかったというこ

とだと深く反省しているところであります。

加藤（鉱）議員

反省しているということですが、災害警戒部に上げるためには気象台発表の判断ででき

るのです。この土砂災害警戒情報は２２日に１１回出ているではないですか。そして、こ

の土砂災害警戒情報は、気象台と県が出すのでしょう。では、気象台長は非常に危機感を

持っていたのに、県はそれを出しておいてなぜ危機感を持たなかったのですか。そこが私

は考えても分からないのです。なぜそうなったのか。土曜日だからそうなったのか。私は、

以前、総務企画委員会に在籍していましたが、この新しい立派なシステムに変える際、か

なりお金を掛けたではないですか。こういう立派なシステムを作っていても、危機意識が

ないとこうなるのです。実は私は非常に残念だと思っているのです。なぜ横の連携が出来

なかったのですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

確かに土砂災害警戒情報というのは、県と気象台で合同で発表しておりますが、そうい
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った意味での情報は当然我々も認識はしていたところであります。繰り返しになりますが、

それ以外にいろいろな情報を収集する中で、そうした状況判断が適切に出来なかったとい

うことです。

加藤（鉱）議員

まず分かりました。反省しているわけですから、これからはそういうことがないと私も

信じております。

それから、当日は土曜日ですが、知事は公人なのです。やはりこの意識が少し薄れてい

たのではないかと私は改めて思います。

今後の対策についてですが、知事の携帯電話に直接電話するとか、知事はそういう公用

携帯電話を持つなど、常にいざというときのための管理も含めて、検討すべきではないか

と思います。確認の仕方ですが、ただ電話をかけるということも確かに大事ですし、まし

てや警戒部に一段階上げるというのは、知事の判断を仰がなければ出来なかったわけでし

ょう。完全に知事に電話しなければいけなかったのです。それがメールだけで済ませてし

まったという、この内部の危機管理体制の欠如、これは非常に問題です。大いに反省をし

ていただいて、こういうことが絶対にないようにしていただかなければいけないと思いま

す。

それから次に、今回の一連の件については、マスコミ、新聞などにいろいろ出ておりま

すが、知事は「今回のこのことは非常に深い戒めとして行動規範を含め、全体の雰囲気、

仕事の仕方に対する姿勢を改めなければいけない。」というふうなこともお話しされてお

ります。私は、これはどうやって信頼を取り戻すのか、あるいはこれから知事が一生懸命

県勢のために頑張ろうとすれば、県職員も含め、もう一度やはり改めるところは改めて

「姿勢を改める点がいっぱいある。」ということを言っているわけですが 知事はど

ういうことを職員に対しても県民に対しても改めなければいけないと思っているのでしょ

うか。

知事

これは私の反省点でもございます。

もう一つは、私が秋田市長のときとちょっと比べています。これも最終的には私に責任

がありますが、どちらかといえば非常に細かいところまで口を出すという習性が私にはあ

ります。そういう中で部長方も これは私が厳しく突っぱねればいいのでしょうが、自

分で自分を忙しくしているということなので、逆に逆効果な面もありますが、全て私のと

ころで決まると。非常に細かいこともくると。ただ、最終責任はトップである私がとるの

で、その段階でやはり部長の判断を最大限、部長にいろいろな面で責任を持ってもらい、

しっかりその現場でやるようにという、そういう判断や仕事の仕方のほうがいいのかなと。

これは、ちょっと私は言いにくいのですが、例えば私が、これも非常にこの場で言うと

また弁解に聞こえますが、秋田市は……

【｢言わないほうがいい。｣と呼ぶ者あり】

知事

私がいた当時、秋田市では、ほとんど部長が物事を決めていました。ですから、そうい

う意味からすると、私が余りにもいろいろな面に刺さる（「口を出す」の意）という。で

すから、部下を信頼して責任を私がとるというような状況を作っていかないと、部長が私
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に物を言いにくくなるということがあるのではないかと思います。そういうことで、でき

るだけ部長の判断を主体にして、最終的な責任というのは私ですが、そういうような職場

の雰囲気を作っていかなければならないと思っています。

加藤（鉱）議員

私もそのように思います。こういう県組織で、知事が大きいものを全て決裁というもの

を、やはり政策でも大いに部長を中心にある程度責任を持たせるという体制は私は必要な

ことなのではないかと思います。この機会にそういうことも含めて、まず県庁職員が更に

頑張るという気持ちになるように知事も頑張っていただきたいと思います。

私の質問を終わります。

座長（議長）

加藤鉱一議員の質疑は終了いたしました。

次に、佐藤雄孝議員の発言を許します。

佐藤（雄）議員

災害の復興、復旧等に関する今後の取組について伺いますが、まず初めに２人の部長に

お聞きします。秋田県職員は３,４００人ぐらいおります。その中で、限られた十数人の

部長の中の２人です。プライベートでも知事に同行して、危機管理 先ほどおわびをし

ておりましたが、危機管理上の甘さがありました。我々議員に対して立って頭を下げて謝

るという姿勢が欠けているのではないですか。どうですか。

観光文化スポーツ部長

このたびのことにつきましては、私個人としては本当に弁解の余地のない対応だったと

思っております。県民の皆様に秋田県庁を不名誉な形で有名にしてしまう、議会の皆様に

も御迷惑をかける、非常に私自身反省しておりますし、この上は先ほど知事が申し上げて

おりましたとおり、県勢のために私の職責をしっかり果たしていくということで頑張って

まいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。本当に申し訳ありません

でした。

産業労働部長

議員の皆様を初め、多くの皆様方に大変御迷惑をおかけしましたこと、深く後悔して反

省しております。このたびのことを本当に皆様方に心からおわび申し上げたいと思います。

大変申し訳ございませんでした。

佐藤（雄）議員

危機管理監に伺います。先ほど加藤議員からもお話がありましたが、資料では、災害が

発生して７月２２日に災害連絡室を設置しました。そして、７月２８日の１６時に災害対

策本部へ格上げをしましたが、この間は１週間あるのです。この１週間は刻一刻と被害状

況が入ったと思います。この間に被災された住民 床上浸水、床下浸水、そしてこの農

業県である秋田県の農業被害もどんどん発生しました。この１週間はそういう状況の中で、

なぜ災害対策本部をいち早く設置し、被災された住民に対してやる気を示さなかったので

すか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

御指摘のとおり、２３日に庁内の連絡会議ということで対応して、それ以降何回か庁内

連絡会議で対応してしまったということで、今となってみれば、そういった対応というの
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は非常に誤りだったと思っています。災害対策本部を早期に、２３日中などに立ち上げる

べきであったと、深く反省しているところです。

そういった体制を作るということは、もちろんいろいろな対応をしていく、それに応じ

た体制を作るということもありますが、内外にそういった県の対応姿勢を示すという意味

合いもあるので、そういう意味では正に対応が遅かったと反省をしているところです。

佐藤（雄）議員

それでは、災害の復旧、復興の今後の取組を伺います。

まず初めに、農林水産部ですが、今回約９０億円ぐらいの被害が想定されるということ

で、多種多様な被害があるわけです。いち早く復旧、復興に取り組みながら、安全、安心

を確保して、なおかつ生産者の生産意欲の低下を防いでいくことが第一の使命ではないか

と思っております。この農作物被害の対応ですが、これは収量、品質等々で所得の減収等

も見込まれます。そうしたところの指導、そして被災農家に対してどのような対策を講じ

ていくのですか。特に技術が未熟な経営基盤の弱い新規就農者又は移住就農者へのフォロ

ーアップを本当に真剣にやっていかなければならないと思いますが、その点はどのように

考えていますか。

農林水産部長

まず我々が被災直後から一番危惧したのは、これだけの災害、当初は十何億円から始ま

りましたが、最終的には過去最大級ぐらいになるのではないかという危惧を持っていまし

た。そこで一番心配したのは、農家の方々のやる気がそがれてしまうということで、まだ

被害状況も全部分からない、対策も具体的に検討していない段階でしたが、当部のほうか

ら地域振興局を通じて、「まず被害状況を調査しながら農家を励ましてくれ。」と、「必ず

応援するから。」というようなことを伝えたところです。特に大きな法人は、もちろんダ

メージは大きいわけですが、それなりに人もおりますし、こうした経験を何回か積んでい

るわけです。今議員がおっしゃいましたように新規の就農者ですとか、秋田に移住し、就

農された方もいらっしゃいます。大体被災された方は１０名おりますが、この方々に

特に知事からの指示がありましたし まずは地域振興局と農協、市町村などと一緒にな

ってチームを組んで巡回してくれと。技術的にもなかなか乏しい部分もありますので、そ

ういったところ 例えば排水対策一つをとっても慣れない部分ですし、これからどうい

う形で防除をすればいいかということも分かりませんので、マンツーマンでしっかりとき

め細かに指導してくれということを指示しているところです。現にそうした形で何回か足

を運んで励ましつつ応援しているというところです。

こうした農家がこれからまた立ち上がって頑張ってもらうというところは、まずは農地

や農業用施設の復旧については、おかげさまで激甚災害の指定も受けましたので、これを

フルに活用しまして、その基盤をしっかり復旧させると。その上で、今年の現金収入のと

ころで間に合うのであれば、秋冬野菜の種をまくですとか、そういうことも考えられます

し、また来年の再生産に向けていろいろな形で、種子や肥料などの生産資材がかかり増し

になりますし、収入のない中でそういった対応をしなければいけないということで、今回

の被災の現状をきちんと踏まえて、きめ細かに支援策を講じてまいりたいと思っています。

佐藤（雄）議員

今話されたことを今度は現場の農家の方々にいち早くメッセージとして伝えていく、こ
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れが一番大切なのです。今、現場の農家の方々は、精神的にダメージを受けているので、

そういうメッセージを、地域振興局、市町村という流れになると思いますが、いち早く伝

えていく必要があるのではないかと思っておりますが、どうでしょうか。

農林水産部長

先ほど申し上げましたように、もう既に被災直後から「県はしっかりと応援するから。」

ということを私の判断で伝えさせてもらっています。その後の被災状況の調査、それから

国からの視察団の来秋というところで、知事も現場に入ってもらい、最後は一人一人の被

災農家に対して声をかけて、「県もしっかりサポートするから、まず諦めないで頑張れ。」

ということを行った先々の全部の農家に多分話してくれていると思っています。これから

様々な打ち合わせの会議や事業説明会もありますので、部としても調査だけではなく、そ

うした際にあらゆる機会を通じて、「県もサポートするよ。」ということを被災農家に伝

え、励ましながら復興対策に取り組んでまいりたいと思っています。

佐藤（雄）議員

被災された作物で特に野菜類、花卉類が共済になかなか加入していないという現状の中

で、そういう方々に対する支援策等々はありますか。

農林水産部長

水稲、大豆は一番大きい被害を受けましたが、この２つの作物はそれぞれ農作物共済、

それから畑作物共済ということで共済に入っておりますので、一定程度の補填が受けられ

ます。ただ、野菜関係、花卉関係は何もありません。価格の乱高下に対しましては、国、

県の支援がありますが、こうした収穫がないものに対してはどうにもならないということ

で、県とすれば種子や肥料などの生産資材を再生産に向けて支援するわけですが、共済の

ないものについては、ほかのあるものに比べて一段補助率を上げるなど、そういったこと

は当然やっていかなければいけないと思っています。

それと、もう一つは、今回つくづく感じたのですが、共済のある作物はいいけれども、

野菜関係はありません。どうしても減収分をしっかり補填する制度が今の制度ではないわ

けです。今国で平成３１年度の導入を予定している収入保険制度がこうしたものに対して

タイムリーに対応できる制度ではないかと思っていまして、そういったところの周知や、

この後の準備等にも引き続き万全を期していきたいと思っています。

佐藤（雄）議員

被災者のダメージは大きいので、スピード感を持って一日も早く元気をつけるような対

応をやっていただきたいと思います。

先ほどの報告で、災害復旧事業は９月下旬から１０月下旬にかけて災害査定をするとい

うことで、財務省東北財務局の立会官が来て、いろいろな査定をして歩くわけですが、実

際に県民の安全、安心の確保のためにも、工事に早く着手するということだと思います。

専門である建設部長に聞きますが、どのようなスピード感を持ってこの災害復旧、復興に

取り組むのかお話をいただきたいと思います。

建設部長

当部は警報が出た場合にすぐ職場へ出て早急な情報収集に努めてきておりました。そう

しましたところ、先ほど御説明しましたように二十数カ所という非常に多くのところで全

面通行止めになり、これらをまず一刻も早く通すようにしなければいけないということで、
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応急復旧に取り組んできました。その応急復旧の際は、道路管理業務委託を結んでいる業

者に迅速に走っていってもらい、瓦れきを取り除く、土のうを積む、土砂を撤去するなど、

やってもらっています。しかしながら、今回箇所が多かったということがありまして、そ

れではなかなかスピード感が出ないということで、災害協定を関係機関と結んでいます。

建設業協会や県土整備コンサルタンツ協会など、そちらのほうにも動いてもらいました。

そうした結果、応急処置としては早くできたと思います。

ただ、問題はこの後の本復旧です。この本復旧は、どうしても災害査定を経て行わなけ

ればいけないものですから、それについては知事からも国に一刻も早い災害査定をお願い

したいということを申していただいております。早く災害査定を行って、できるだけ早く

解決していきたいと思います。

佐藤（雄）議員

復旧、復興については、秋田県職員全員が一丸となって県民の不安を取り除くような対

応をしていただきたいということをお願いして終わります。

座長（議長）

佐藤雄孝議員の質疑は終了いたしました。

次に、工藤嘉範議員の発言を許します。

工藤議員

よろしくお願いします。知事にお伺いします。

報道関係から知り得た情報で、今回同行された２人の部長を処分されるというコメント

をされていたと私は記憶をしていますが、その点についてはいかがですか。

知事

当然これは義務ではなかったかもしれませんが メールも私に進言する、しないは別

にして そういう一般的な状況の中で、メールの気象情報は全く入っていないと。産業

労働、観光も気象と非常に関係がありますので、災害のみならず、こういうことは部長と

しても非常に抜けているということと、もう一つは私と一緒にいろいろな面で情報につい

て共有しなかったということも含めて、これは応分のといいますか、しっかり懲戒処分に

至るという状況になろうと思います。

工藤議員

総務部長にお伺いします。

今回のこの一連の両部長の休日中の行動や災害連絡室が出来た中で会議に駆けつけなか

った件について、私のところや自民党控室に県内外の方から何件かすごく怒りの電話をい

ただいて、その中には公務員法に違反しているのではないかという話もありました。そう

いった意味であらゆる法律や県庁内の職務規程に抵触するようなことがあるわけですか。

総務部長

今知事から申し上げましたが、本来幹部職員として得ておくべき気象情報、あるいは災

害情報を簡単に受信できる状態にはしていなかったこと、それを持っていればできたであ

ろう幹部職員としての県知事への進言、更にはそういった一連の行為等で県民の信頼を大

きく損ねたというところが該当するのではないかと考えております。

工藤議員

そういうことに抵触するという意味で、知事は今回処分という重いことを考えられてい
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るのですが、先ほどの３人のやりとりで職務を全うしながら県民の信頼を回復するように

努めるという力強い決意を表明されました。知事も自分の責任のとり方もあると言いまし

たが、今回同行した２人を処分するということを考えると、相当自分に対する重い処分を

具体的に考えているのですか。

知事

私の場合は、職員と違って配置換えなどはありません。あり得るとすれば、職を辞する

か、もう一つは議会の議決を得て減給処分となります。今は県議会の質疑の最中ですので、

この議会の状況を見ながら最終的に判断をしなければなりません。ただ、いずれ職にとど

まることをお許し願えるとすれば、みずからの減給処分については極めて痛みを伴うくら

いのことをすべき責任があると思います。

工藤議員

以前、農林水産部の職員の若い技師が処分された際、総括審査で議論したことがありま

す。私は、「そんなことしなくてもいいのではないか。」といって知事に話しました。そ

の前の日、同じ質問を行ったみらい会派の渡部議員に対して知事は「行政職員、県庁職員

はプロなのだから間違ってはいけない。」とおっしゃいました。私は、次の日、「そこま

で言わなくてもいいのでないか。」という話もしたのですが、「行政のプロは間違っては

いけない。」というふうに強く言ったのです。その思いは変わっていませんか。

知事

基本的にはその思いは変わっていません。ただ、自分のしでかしたことについては、職

員のそれ以上の、それよりも倍旧に値するぐらいの処分でないと、職員が納得しないと思

います。

工藤議員

先ほど佐藤議員も話しましたが、私の手元のインターネット情報で知事部局職員は３,６

０２名います。きょうお座りの部長は９名いらっしゃるわけですが、この９名というのは

トップ中のトップ、プロ中のプロ、たくみの技と言ってもいいくらいのプロだと私は理解

しています。草彅部長と水澤部長にお伺いしますが、先ほど我々県議会に陳謝してという

話でありますが、私は議員に対する陳謝というよりも こういう問題が起きたときに２

人は部に帰り、各課を回ったり、あるいは課長を通してお話ということで、自分の部下、

部員に陳謝をしたのでしょうか。

観光文化スポーツ部長

私は、大雨の翌日から出張しておりました。帰りましたのがその翌週の金曜日でした。

帰りましたときに部内の部課長会を緊急に招集しまして、このたびこういうような形で観

光文化スポーツ部というものを不名誉な形で取り上げられてしまう形にしてしまったこと

について、まずはおわびをしました。その上で、これからしっかり仕事をして県民の信頼

を回復したいということで、そういったことに御協力をいただきたいということも併せて

お願いをいたしました。

また、翌週でありましたが、実は知事から朝の会の中で各部局長に対して、「県庁の職

員の方々も非常にこういった問題で、いろいろな方々からいろいろなことを言われている

といったことがあり大変御迷惑をかけたという思いがある。」ということで、それを部局

に戻ってから知事の言葉を伝えてほしいということで言われました。そのときにもう一度、
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部課長会を招集いたしまして、改めて知事からもこういう話があったので、申し訳なかっ

たという話をお伝えしています。

産業労働部長

一連の問題が明らかになった時点で、早朝に緊急の部課長会を招集し、集まってもらい

ました。その中で、当然自分の行動の至らなかったことについて、部課長を通じて職員の

皆さんにおわび申し上げたいということをお伝えしております。

更に、非常に職員の皆さんには申し訳ないですが、自分の不始末がありながら、本当に

申し訳ないけれども、信頼回復に向けて是非職務に当たってほしいということをお願いし

ています。

工藤議員

いずれ私もサラリーマンとして使われる身分もあったわけですが、やはり管理職は、こ

れからチームとしてやっていくには県民と、それから同じ県庁の組織の部下にもしっかり

ともう少し声かけをしたほうがいいと思っています。

両副知事にお伺いしますが、竿燈まつりの初日の３日の午前中のクルーズ列車に私も乗

りました。堀井副知事もいらっしゃいました。夜、今度は中島副知事が竿燈のはんてんを

着ていらっしゃいました。別に個人攻撃をしたいわけではないですが、私は朝のクルーズ

列車と、それから夜の竿燈まつりのときに草彅部長がどちらにもいらっしゃったことに若

干違和感を感じたのです。仕事ですからいいのですが、こういう危機管理のことで非常に

問題になっているときに、違和感を感じませんでしたか。

副知事（堀井）

草彅部長は海外出張から帰ってきてから、職員や県民に向けて謝罪をして、そしてまた

しかる後に目前にある職務はしっかりと遂行してもらいたいと思っていたところでありま

すので、今回クルーズ船の列車に同乗したということは必要な対応だったと思っています。

副知事（中島）

私も実は竿燈まつりに出る前に草彅部長からは、「一瞬自分は迷いました。」という話

を聞きました。今回水害の後、観光客の減少も見込まれる中で、私自身も考えたのですが、

竿燈まつりを盛り上げるということも大事な職務であるという前提、観光客を盛り上げる

というのは十分仕事として大事だということで一緒に出た次第であります。

工藤議員

今のお話を伺いながら、先ほど知事がみずから自分は何でもやってしまうのだと、県庁

組織というのは部長が決めない 決めないと言ったかどうか、少し微妙ですが 自分

が何でもやってしまうという中で、今の話を伺うと、両副知事の役割というのは非常に大

きいと。今のような判断もされながら、部長が言えないのであれば、もっと副知事がそれ

に代わって意見を述べる、お話をするという場面がいっぱいあってもいいのかと思います

が、どうですか。

副知事（堀井）

今回の危機管理体制を含めて、様々な課題や反省すべき点があったということは、組織

全体をある意味で束ね、そしてまた知事を支える副知事としての責務がある中で、本当に

大きな責任を私自身痛感しているところであります。先ほど知事からも申し上げましたが、

こうしたことが二度と発生しないような組織の在り方ということについて、一生懸命改革
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に努めてまいりたいと思っています。

副知事（中島）

副知事というのは、知事に何かあれば代理を務めなければいけない立場でもあり、災害

が起きたとき私自身は自宅で待機をしておりましたが、後々私自身がもっと積極的に声を

かけるとか、もう少し考えるべきだったと思ったのは事実であります。堀井副知事も申し

上げましたが、組織を束ねてみれば私ども副知事も全く同じ立場だと思っておりますので、

今後職務に精励して、こういうことがないように組織を盛り上げていきたいと思っており

ます。

工藤議員

いろいろな場面の報道がなされていましたが、危機管理監に少しお伺いします。先ほど

質問があり、知事が不在で、メールを送られたという中で、３人が若干ニアミスでいない

時間帯もあったと聞いています。知事に電話をなぜかけなかったのですか。副知事に相談

をしながら 電話、直接、やはり普通に考えても 副知事に判断を仰がなかったので

すか。そういう場面はなかったのですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

今回の災害の発生におきまして、様々その状況を随時知事にはメールという形で報告は

しました。当日堀井副知事につきましては、海外出張から帰ってこられるということで、

これまでも様々な危機管理情報につきましては、基本的には知事に伝えたものと同様の内

容について堀井副知事にも伝えていたところであります。ただ、その際にどういう手段を

使って知事に報告をしているか、あるいは電話連絡をしたほうがいいかなど、そういった

相談を副知事にはしなかったということであります。

工藤議員

いずれ今の危機管理監だけではなくて、経験者もいらっしゃるし、また、替わったばか

りという事情もあるので、少しいろいろなそういうところも重なった点もあるのかと思い、

多少同情するところは私もあります。

最後に、知事にお伺いしますが、今の両部長を含めて、ここに座っていらっしゃる部長

は行政のプロ中のプロだと私も思います。知事も市長をやられて、知事に３期目の当選を

されて、行政の首長のプロ中のプロだと思っています。自分自身をどう思いますか。

知事

経験からすると、そういう状況だと思います。ただ、逆にそれが今回災いしたと思いま

す。

工藤議員

いずれ知事が最初の知事選に出るときに、今は亡くなりました渡邉前秋田商工会議所会

頭が激励の挨拶のときに、佐竹さんはしゃべり過ぎるというふうな指摘があって、それ以

来知事は少しむっとしたことをよく言われました。きょうはみずから「細かいところに口

を出す、そういう習性でしようがない。」とおっしゃいました。ふだんは我々に対して、

「私は人の話を聞く。」という話もよくするわけですから、やはりその辺の判断をもう少

し変えながら、本当に心の底から我々の話、職員の話を聞いて部長が決めていけるような

県庁組織になってもらいたいと思います。そのことをお願いして終わります。

座長（議長）



- 19 -

以上で自由民主党会派の質疑は終了いたしました。

ここで暫時休憩をいたします。再開は午後３時１０分とします。

午後２時５５分 休 憩

午後３時１０分 再 開

座長（議長）

協議会を再開いたします。

休憩前に引き続き質疑を行います。

みらい会派の質疑を行います。渡部英治議員の発言を許します。

渡部議員

本来であれば、この場は、佐竹知事と政策論争をすべき場ですが、こういった形で質疑

をしなければいけないという状況を全く不本意に感じます。正直なところ情けない気持ち

もあります。大雨で被害を受けております地元の皆さん、そして県民の怒りと、ある意味、

知事の不誠実な対応に、きっちりとそういった厳しい声を受けとめながら質問に入りたい

と思います。

なお、本日の詳しい説明を受けるまで、ほとんどマスコミ報道でしか知る余地がなかっ

たと、こういうこともひとつ勘案しながら受けとめてもらいたいと思っています。

まず、佐竹知事、県のトップリーダーである知事の危機管理に対する認識をお答え願い

ます。

知事

当然危機管理意識というものは常に持っているつもりですが、結果、今回こういう状況

を生じさせたということについては、幾ら自分でそう思っていると言っても、実態的にそ

うならない状況を作ったということは、正にそういうところが欠如していたということに

なろうと思います。

渡部議員

私は、やはり何事も初動態勢が大事だと思っています。一連の知事の行動は果たしてそ

の初動態勢に合致していたのか。ある意味では命取りにもなるし、その判断ミスが大きな

災害に結びつくと。こういったことは、かつての被災地である首長方も指摘しているわけ

です。そういった意味で、不在であったということに対する認識をもう一度お願いします。

知事

私も幾つかのポイントにおいて判断をする時期があったと思います。一番望ましいのは、

２２日の朝の行く前にもう少し気象情報等、詳しい情報を掌握していれば、あるいはもし

出かけたとしてもすぐに帰れるような状況を作ったり、あるいは出かけるのを中止したと

いうこともあったかと思います。

また、途中の段階でメールが今大体確認しますと１２０通ぐらい入っております。２２

日から２３日の朝までの約１日で、百二十数通、これをしっかりその時点において点検を

していれば、何回か判断するチャンスがあったということで、そういう意味で幾らメール

があったとしても私自身、多くのメールがあるということを一つ一つ見ることが出来ない
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場合でも、自分から電話をしていればもっと状況が分かり、緊迫感があるとすれば途中で

帰るという選択もあったと思います。そういうことで、最終的には２３日の朝に私から電

話するのではなく、それまでの段階で電話をしておくべきだったと思っています。

渡部議員

私は、今回の一連の関係で、危機意識、管理対応の甘さと低さを感じました。県のトッ

プは県民の生命と財産を預かっているわけです。そういった意味からすると、今回の一連

の行動には、やはり憤りを感じている県民は多いと思います。

知事、あえて聞きます。誰のための県政かと問われたときにどう答えますか。

知事

もちろん県政の対象は県民であります。県民の幸せ、あるいは生命、財産を守るという、

これが基本であると思います。

渡部議員

冒頭申し上げたように、今非常に複雑な気持ちでいるわけですが、どうしても最初の知

事の記者会見で事実関係を全て話さなかった、これが私からすると非常に残念でならない

のです。いわゆる虚偽説明という最悪のパターンに至ったわけなのですが、この点につい

て知事は今どのように思っていますか。

知事

自分自身でも後悔し切れないほど後悔していますし、知事という立場でこういう状況を

作るということは全く弁解の余地がないという状況です。正に先ほどお話ししたとおり非

常に恥じ入っているという状況です。

渡部議員

２人の部長に伺います。まず、草彅部長に確認します。知事に戻ろうと進言しなかった

理由として、「知事の対応に納得したから」だとマスコミは報道されていましたが、どの

ように納得したのですか。

観光文化スポーツ部長

納得したという、そういうふうに書かれております。午後４時半ぐらいからでしたか、

夕食ということで飲酒をいたしまして、これから戻るということ、運転する人がいなくな

ってしまったということもあり、あした早く起きて行かなければならないという話、知事

からもありましたので、あした早く起きて行くというのが現実的だと思ったということで

す。

渡部議員

水澤部長に確認します。７月２６日の記者取材に対して、ゴルフに同行したことを認め

て、あえて知事に対して事実を明らかにすべきだと、そう進言したということでしたが、

それについて間違いありませんか。

産業労働部長

２６日の午前中でございますが、一部マスコミからの取材要請を受け、そのことも含め

お話ししたところです。

渡部議員

知事に確認します。７月２６日にいわゆる謝罪会見をしていますが、非難は覚悟してい

るというコメントがありました。しかも、これも報道で知ったことなのですが、秋田に戻
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る際の車の中での部長たちとの会話のやりとり、その中で「大きな非難を受けるのは、そ

の時点で覚悟していた。」という部分がありました。私はこれを見て、そういう覚悟をし

ていたのであれば、１回目に全てを話すべきではないかと思いました。何か俗に言うやま

しいことがあるなどと受けとめられる可能性もあるわけです。その点は、どう思っていま

すか。

知事

最初の取材が夜の電話取材であったのです。電話取材ということで、その段階で 済

みません、夜の電話取材の前に公舎にある記者がおいでになって、夜ですから、インター

ホン越しに取材ということで インターホンが２０秒ぐらいで一回切れて、またスイッ

チを押しますとまた復元しますが そのときにやはり後ろめたさもあったと思います。

そのときは非常に切れ切れな取材でして、その段階でしっかり答えるというのは、その概

略でも内容を別にしても、人数だけでもしっかりお話ししておけばこういうことにはなら

なかったと思います。ですから、その点について、取材対応について全く私が誠実でなか

ったということになろうと思います。

渡部議員

知事、今後ろめたさはなかったわけではないということでしたが、当初部長をかばう気

持ちがあったと私は受けとめたのですが、今の部分はそういう気持ちとどう結びつくので

すか。

知事

今になってみれば、全体の会議を自分で朝に招集しておいて遅れるという、一番の失態

がありますので、それと一緒に部長の問題もありますので、そういうことが複合して言葉

をとどまらせたのかという。ただ、そういうことで、その時点においての取材対応につい

て非常に反省をしているところです。

渡部議員

事実関係を明確にするという観点からあえて伺いますが、一緒に同行した県庁ＯＢの方

々の名前は公表することはできますか。

知事

記者会見で公表しています。

渡部議員

ＯＢの方ですか。

知事

はい。

渡部議員

そうすれば、このＯＢの方の最終の例えば職場、役職、現在何をしているかなどという

のはすぐ分かるわけですか。

知事

大体分かります。部長クラスと次長クラスです。

座長（議長）

暫時休憩します。
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午後３時２３分 休 憩

午後３時２３分 再 開

座長（議長）

協議会を再開いたします。

渡部議員

それでは、ここでもあえて出すことはできますか。

知事

できます。

渡部議員

では、お願いします。

知事

かつて秘書課長をやった佐藤君です。佐藤浩二君か。それから、今退職して、病院機構

の遠藤という者です。それから、最後、ちょっとどこで辞めたか分かりませんが、たしか

能代商工会議所に行ったこともある和泉君。それと、ケーブルテレビに行った高橋という

者です。この４人です。

渡部議員

あえて名前を聞いたのは、先ほど部の関係とかいろいろ 例えば一部の報道では仲よ

し人事とか、そんなことが出ています。知事の名誉のために、やはりそこら辺はきちんと

しておく必要があると思います。私の認識では、名前を公表したことは分かっていません

でしたので、いずれこれは参考にさせてもらいます。

きょうの朝の地元新聞に 先ほど渋谷議員もゴルフをやることが問題ではないし、飲

むことも問題ないと。確かにそうなのですが、やはり状況が状況で、有識者などからはそ

ういった気象状況のときに出かけることがどうか、あるいはすぐ帰れない態勢がどうかと。

危機管理の問題からすれば、お酒は普通は口にしないと私は思うのですが、どうですか。

知事

そういう状況であれば、やはりお酒は控えるべきだと思います。ただ、今回の事案では、

結局終わってから午後５時ごろから飲んだ。ただ、その記者の方の質問にお昼の状況まで

なかったものですから。また当時我々のお昼のゴルフ場の食事の時間帯においての行動と

いうものは特に取材もなかったものですから、あとは事実上 これは嘘ではございませ

ん。私自身、ちょっとそのときに飲んだか飲まないか、全く頭になかったのです。ですか

ら、そこは飽くまでも問題の本質は午後５時の段階で飲んでいますから、その段階のこと

についてお話をちゃんとしたという。ですから、その前の段階は私の頭から抜け落ちてい

たというのは事実です。

渡部議員

言葉尻をどうこうするつもりはないのですが、先ほどの渋谷議員ではないのですが、や

はりしっかり言ってもらわないと。特に記憶にないとか、記録にないというのは国のやり

とりに似ているのです。したがって、今この期に及んで 全てをつまびらかに、それを

一番求めているのは誰なのか。県民なのです。県民が納得しなければ、今回のいろいろな
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収拾がつかないと思うのです。そこはやはり曖昧な返事ではなく、しっかりとした回答を

求めているのではないかと私は思うのですが、どうですか。

知事

全くそのとおりだと思います。実際、お昼の段階で、気象情報収集から秋田県が非常に

危機的な状況ということを感じていると当然飲んでいないはずです。ですから、多分飲ん

だろうという、そこなのです。大変申し訳ない。何を食べたかの記憶がないのです。それ

は事実です。私も飲んだような、飲まないような、実際のそのときの状況からすると、そ

こは嘘と言われればそれまでですが、実際にそのことまでは頭の中になかったのです。３

日前に何を食べたか分かるかというと、少し分からないです。いつも夏にゴルフをやる場

合、医者から脱水症状があるので飲まないようにと言われています。ただ、たまに自分で

運転しないときはやるときもございますので、もしかしたら飲んだかもしれないというこ

とで、そのときは後で飲んだということが分かるとこれは困りますので、飲んだというこ

とを言ったのですが、はっきり飲んだかどうかは私自身もいまだ定かではないです。

渡部議員

知事が自分でそう言っている以上は、私はこれ以上言いません。ただ知事、大分疲れて

いるのではないですか。コメントで少し気になっていることが 「自分の時間を持ちた

い、そしてこの３期目は大きな仕事がある、いろいろある。」、そういった意味で、先ほ

どの答弁でも「実のことを言うと楽になりたい。」 こういう気持ちというのは疲れ、

あるいは緊張感のなさから来るのかと私は心配するのですが、その辺はどうですか。

知事

実際自分としては、実は病気のせいもあるでしょうが、疲れがかなりあってつらいとき

もございます。そういうことでありますが、そういうことは言っていられませんので、で

きるだけ県民の皆さんの要望に応えていろいろな場面に出るようにしています。実際には

かなり控えてはいますが、夜は早く寝るように。ただ、仕事の内容が非常に複雑、多岐に

及びますので、体力的に非常につらいときもあります。それは事実です。ただ、それは決

して言い訳になりませんので、全力で今やっています。

渡部議員

きょう、最も私が聞きたいところを伺いますが、県知事は国と違って支持率は出ていま

せんが、もし今県民に支持率を問う場合、知事はどの程度になると想像しますか。

知事

相当低いと思います。

渡部議員

私も恐らく内閣の支持率よりは低いのではないかと、そんな認識があります。なぜそん

なことを今聞いたかというと、先ほどの質疑にもありましたが、今回のいわゆる虚偽説明

に対して、現職部長２人を同行したこと、それをやはり素直に言わないという、つまり隠

した、嘘をついたということに対して県民の信用を失墜したという見方が強いのではない

かと。例えば県民として恥ずかしい、責任をとって辞任すべき、あるいは一連のそういっ

た知事の対応に対する県民の反発が非常に多いということで、先ほどメールの話もしまし

たが、苦情や要望が７日時点で３５３件、そしてその９５％が批判的な意見とのことです

が、この現状を知事はどのように感じますか。
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知事

このような私の行為については、そういう批判が出るのは当然だと思います。そういう

ことで、非常に厳しい御意見は当然あろうと思います。

渡部議員

それから、特にショッキングだったのは、ある職員が これもマスコミ報道で知って

いることなのですが 「県庁はこれで終わりです。」と、「職員も含め一から出直さな

ければならない。」とため息交じりで話したと。私は職員の士気という問題からするとこ

れは大きな問題ではないかと思っています。これから人口減対策などいろいろな課題を背

負っているときに、職員の意識が低下していくのは、これはリーダーとして非常に問題で

はないかと思いますが、知事はどう思いますか。

知事

職員に対して指示、命令をする本人が正にあるまじき行動をとったということは、職員

に対しても非常に申し訳なく、また職員自身もいろいろな面でそういう思いを抱くという

ことについては、まさしく今議員がおっしゃったとおり非常にあってはならないことだと

思います。

渡部議員

これまでいろいろ申しましたが、私は一つの結論として自分の考え、あるいは会派で話

し合って集約したことを今申し上げます。

「知事、リーダーであれば県内の危機的状況に敏感でなければなりません。初動が遅れ

たことや虚偽説明をしたことは、知事選で圧勝し、３期目のおごりの表れではないか。県

民にとって丁寧に説明する謙虚さがあれば、虚偽説明などはあり得ません。県民が納得で

きるようなけじめのとり方を自分で考えるべきではないでしょうか。」 これに対する

コメントを下さい。

知事

正に今議員がおっしゃったとおりの状況であります。最終的には自分でこういうものは

決めなければなりません。そういうことで、今のお言葉については極めて重く受けとめて、

今後いろいろな面について考えてみたいと思います。

渡部議員

終わります。

座長（議長）

以上でみらい会派の質疑は終了いたしました。

次に、社会民主党会派の質疑を行います。まず、石田寛議員の発言を許します。

石田議員

いろいろ話を聞いてきましたが、納得がいきません。確かに知事は、おわびで何として

も県民のために頑張りたいと、県政は県民の幸せと生命と財産を守るのだという話でした

が、本当にそうなれるのかという心配があります。知事のその危機意識の問題と、同行し

た２人の部長だけの問題ではなく、県庁幹部が本当に県民の命と暮らしを守る砦になって

いるのか。県民は、暮らしを守ってほしい、その砦は県庁なのだと、その県庁が本当に県

民のほうを向いているのか。嘘をつかれてがっかりして、誰を頼りにすればいいのだとい

う県民の声が聞こえてくるので、どうやってこの状況を挽回していこうと考えていますか。
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まず、それをお聞きします。

知事

まずは、今の災害の状況について、極めて重要な問題ですので、これについてはあらゆ

る手段を使って、とにかく復旧、復興に 実際にあの状況の中でも建設や農林の職員に

ついては徹夜で頑張っていますので、その職員方を鼓舞しながら、これに全力を尽くすと

いうことと、まだまだ多くの課題がありますので、何とかこの課題について答えを県民の

皆さんに少しでも見せるという努力が正に非常に 単なる単純な努力というよりも身を

削るような努力が必要であろうと思います。

石田議員

私は、初動態勢のことを特に問題視しております。例えば４年前に県北で豪雨があり、

大館市が大変な被害を被りました。氾濫、決壊し、田んぼに大きな砂利が入り、もう農家

が泣いて暮らした。あのときは、仙北市でも土石流が発生して６人が亡くなっているので

す。４年前にそういうことがあったのに、なぜ新聞やテレビの天気予報を見る努力がなか

ったのか。４年前のあの教訓が何も生かされていないのではないのかと思うのですが、い

かがですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

御指摘のとおり４年前、ああいった災害があり、その際も初動についていろいろ課題が

あり、その教訓を生かすというようなことにしていたと理解しています。そういった意味

では、当日の午前中、朝からの状況について可能な限りの情報収集はしたつもりでありま

すが、様々な情報を総合的に勘案して十分な見通しを持てなかったということについては、

先ほどの繰り返しになりますが、状況判断がなされておらず、そういう意味では教訓が生

かされなかったということを深く反省しております。

今後、そういった初動態勢についても的確に体制を組んでいけるよう見直しをしたいと

思いますので、改めて今回の教訓を生かしてしっかり取り組んでまいりたいと思っており

ます。

石田議員

危機管理体制の見直しの４項目を先ほど見ましたが、「えっ、今ごろこんなのを議論し

ているのか。」という思いがあり、少し怒りが湧いてきます。

まず、２５市町村がある中で、１７市町村で家屋が浸水したということを、いつごろ把

握しましたか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

１７の地点で観測史上最高になったということにつきましては、いわゆる降り始めから

の降雨量というようなことで記録された日時は、災害が進行していた２２、２３日以降の

２４日に記録が気象台から発表されております。そういう意味では、当日の段階ではその

ぐらいの記録的な降雨状況だったというところまで少し我々の理解が行き届かなかったと

いうことであります。

石田議員

２５自治体のうち、１７自治体が水に侵されていたというのをいつごろ把握したのかと

いうことです。秋田県は、日本で６番目に面積が大きいのです。２５自治体のうち１７と

いったら３分の２の自治体の家屋が水に侵されているわけです。そういう事態になっても
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まだ災害連絡室でしょう。我々社民党として、知事が不在で、副知事に要望を出したとき

は、まだ災害連絡室です。１７自治体、３分の２の自治体が水に侵され困っているときに、

なぜまだ災害連絡室なのか、その把握がどうなのかということです。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

多くの市町村で冠水がされているという状況、当日は各市町村に様々な体制が組まれて、

そこからの被害状況を逐次報告をもらうなり、あるいは市町村によってはなかなか報告す

る余裕もなく、我々災害連絡室のほうで問い合わせをしたりといった形で、極力そういっ

た現状把握に努めたところであります。そうした中では、実際にこの市町村で冠水が発生

しているという詳細な状況までは、２２日の段階では十分把握し切れていなかったという

のは事実であります。そうしたことがあったからということではなくて、先ほど御説明し

たとおり、様々な収集した情報を基に、その先の見通しをしっかり判断すべきであったと

思いますが、その判断が甘く、きちんと必要な体制を組まないまま過ぎてしまったという

ことで、大変反省をしているところであります。

石田議員

知事が不在の場合は、やはり副知事が責任者です。そういう点で、先ほどお二人からお

話がありましたが、私はあなた方も危機意識がなかったのではないのか、足りなかったの

だということと それから併せて３人が不在にしていた時間があったということはどの

ように理解すればよろしいですか。ある時間３人、知事と副知事が県庁、秋田市、あるい

は県内どこかに不在だというのをマスコミ報道で見たのですが、それはどうですか。

副知事（堀井）

まず、知事、そしてまた両副知事の３人、最大限誰か一人は少なくとも県内に滞在する

ように努めてはおりますが、ただいろいろな事情によって３人とも、例えば県外に出ると

いうこともこれまでもなかったわけではありません。ただ、今回は結果的に私と中島副知

事が県外にいた際に、知事も含めて３人とも県外にいたという時間が２時間ほどあったと

いうことであり、こういう点については非常に反省をして対策を講じなければいけないと

思っています。

それから、もう一点は、確かにある意味で危機管理監と一緒になり、知事が戻るまでの

間、私が先頭になって危機管理に当たったわけでありますが、その間例えば災害対策本部

に格上げをするとかという対応を私もとるべく努めなければいけなかったと思っておりま

して、この点については大変反省もし、そしてまたこれからの教訓にしなければいけない

と思っています。

石田議員

副知事から今お話があったように、気がついた方が進言をする。今挽回するということ

は、知事ではなくて県庁の皆さんが一丸となってお互いに思ったことを言えるような環境

を作れるかどうかに私はかかっていると思うのです。幾らゴルフ場だとしても防災上から

すれば防災ヘリを呼んで、自分で招集した会議に出るぐらいの考えを持たなければならな

いと私は思います。いつヘリコプターを使うのですか。どう思いますか。

知事

そこまでいかなくても、私が的確な判断をしていれば、その時点においては通れる道も

ありますので、朝早くまで着くことは出来ました。そういうことで、私自身の一番の判断
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ミスということがあります。場合によってはそういう手法もとることができますが か

つてたしか寺田知事が防災ヘリを使った ただ私からすると、例えば今はいろいろな通

信手段がありますので、やはり防災ヘリは実際の被害地に使うのが優先されるということ

で、私はそこまでは至らなかったです。

ただ、いずれ今にして思えば湯沢市に親しい友達がいますので、呼べばすぐいつでも来

てくれます。彼を呼んでいればよかったということで、その友人も「そのときに私を呼ん

でくれればすぐ行った。」とのことで、本当に悔やんでおります。

石田議員

終わります。

座長（議長）

石田寛議員の質疑は終了いたしました。

次に、加藤麻里議員の発言を許します。

加藤（麻）議員

今回の知事の問題については、私にも県外に住む秋田県出身者から怒りのメールが届く

など、本当に県民の信頼を損ね、秋田県のイメージダウンにつながったことが、残念でな

りません。残りの質疑時間が少ないので、少し省略しながら質問いたします。今回の災害

のことですが、２点、非常に問題点があると感じています。被災地を回って感じたのは、

堤防がところどころ途切れている。その部分から水があふれ出したという点です。住民の

皆さんは、何に一番困惑しているかというと、６年前も同じような洪水があり、そして今

もまた同じ地域が洪水になったという点です。それで、非常に複雑な思いでいるというこ

とを感じました。それはなぜかというと、なかなか用地買収が進んでいないということで

したが、この用地買収を進めるということに対して、県は大きな責任があるのではないか

と思います。途切れている部分というのは事前にはっきり分かっているわけですから、こ

れは予測できた課題ではないでしょうか。そういったことも含めまして、この用地買収の

工夫がされていたのか、そういった部分について県の責任が大きいと思いますが、いかが

でしょうか。

建設部長

県が河川改修等の事業を行っている場所につきましては、鋭意用地買収を進めるように

しております。少し私が今イメージしていたのは、雄物川の河川改修では、確かに河川堤

防、用地買収がうまくいかなくて切れているところがありました。この間国土交通大臣が

秋田に来られた折も、その現地を見ていただいておりましたが、神宮寺ではそういった切

れたところがありまして、そこの用地については国土交通省としても鋭意取り組んでいる

という話がありまして、実は今朝たまたま能代河川国道事務所の所長と話す機会がありま

して、聞きましたら、昨日調印いただいたということでした。

【｢湯沢｣と呼ぶ者あり】

（※２７ページで発言訂正あり）

建設部長

湯沢です。申し訳ありません。神宮寺のあそこのところについては湯沢河川国道事務所

でした。そこは、そういうことで地元関係者から用地買収の理解が得られたので、これか

ら一生懸命前に進めるということでありましたので、県につきましても国と一緒に前向き
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に取り組んでいきたいと思います。

（※２７ページの発言を訂正）

加藤（麻）議員

もう少し具体的に、どことどこの部分が進んだということですか。

建設部長

ただいま話しました神宮寺のほうにつきましては間倉地区です。そこについては、昨日

用地買収の方向性が見えてきたということです。

加藤（麻）議員

分かりました。でも、今になってこういう事態になるというよりも、６年前もそういう

洪水になったわけですから、これまで、この６年の間にもこういった問題点については、

県としてやはり強く要望していくべきだったと思います。是非今回の雄物川の西仙北地区、

北野目、寺館など、つまり西仙北のインターチェンジの辺りも冠水したので、是非そうい

った部分についてもきちんと用地買収を進めるように県として是非とも強く働きかけてい

ただきたいと思います。

それから、もう一点ですが、中途半端な中小河川改修は、逆に水位が上がって、かえっ

て氾濫する原因になるということで、国直轄の事業と連動しながら、必要な水位が保たれ

るようなかさ上げ、それから州ざらい等、河川改修をすべきと考えます。今回もその現場

を見に行って、やはり刈和野地区でいつも水について問題になる土買川ですか、それから

もう一つ、福部内川などの州ざらいが適切に行われていないと感じました。堤防の問題も

ありますし、そういった川の州ざらい、それから堤防が低いとか、そういった部分につい

て常日ごろから対策をきちんととっていることによって、今回のこういった大きな災害に

もつながらず予防にもなったと思います。その点についていかがでしょうか。

建設部長

おっしゃるとおりでございまして、そこは計画的に進めていかなければいけないと思っ

ています。堤防がしっかり河川計画に基づいて造られればいいわけですが、時間もお金も

掛かります。そういうことで、計画については今あるものを適切に進めていくことがまず

一つと、それから現在ある河川の断面を有効に使うということで、議員がおっしゃいまし

た州ざらいですとか、あるいは伐木などをしながら川の水をスムーズに流すようにするこ

とに今取り組んでいます。今回の件を契機に、更にこれを予算化してやっていければと思

っています。

ちなみに、これに関しましては、知事が先ほど申しましたように、この間国に予算要求、

今回の災害についてのお願いをしてきたわけですが、州ざらいや伐木というのはなかなか

交付金で認められない事業です。そういうことで、これまでは県単独で行ってきたわけで

すが、「それでは非常に県民の負担が大きいので、是非これを国として予算的にも支援し

てください。」ということを知事からも要望してもらっています。

加藤（麻）議員

地域を回りますと被災地の皆さんからは、市や町の職員の対応、そしてまた県職員の応

援に対して非常に心強かったという声もあります。非常に大変な時期ではありますが、県

一丸となって復旧事業を強力に進めていただきたいと思います。これで終わります。

座長（議長）
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以上で社会民主党会派の質疑は終了いたしました。

次に、民進党会派の質疑を行います。沼谷純議員の発言を許します。

沼谷議員

知事に伺いますが、本当にお昼からお酒を飲んだか覚えていないのですか。

知事

一般的にはお昼 医者にはなるべく夏は飲むなと。それで、多分普通はジンジャーエ

ールを飲むのです。ただ、そのときに夏ですので、飲んだかもしれない。ですから、逆を

言えばまた問題がありますので、一応飲んだということに、そういう答えをします。これ、

なかなか実際にはいろいろなほかのゴルフ場にも行きますので、全部混同してしまうので

す。そのときに時間も余りありませんでしたので、ちょっとそこは本当に記憶が定かでな

いです。

沼谷議員

これだけ重大なときに酒を飲んだかどうか、自分で分からないということであれば、一

回医師の診断を受けたほうがいいと思いますが、どうですか。

知事

受けます。

沼谷議員

記者会見では、「何時から飲んだのですか。」と聞かれています。知事は、「５時から」

と答えています。知事、それなら結果的には県民に虚偽説明になっているのです。認めて

ください。

知事

虚偽といったつもりはないのですが、お昼のことは、例えば飲んだとしても２００ｃｃ

ぐらいだと思います。このぐらいのものだと思います。ですから、２時間ぐらいでアルコ

ールはなくなります。これもいろいろな捉え方があると思うのですが、ゴルフでお昼に飲

んだことを飲み始めというような捉え方を私はしていなかったので、やはり宴会、みんな

で一緒に飲むのを飲み始めと捉えていたものです。お昼は清涼飲料水のような感じで飲ん

だ。そこで、それを連続してというような、かつてなかったものですから、ただ捉え方に

よっては時間が多少あってもその日の一番最初に飲んだのがもしお昼だったら、そういう

ふうに捉えても仕方ないと思いますが、一般的にはそういう捉え方は、私はする人としな

い人がいると思いますが、私自身はお昼はそこでいったん止まりますので、それからずっ

と飲めば別ですが、そこはどうなのでしょう。ゴルフをやっている方は、そう捉えますか

お昼に少し飲んで、夜、宴会でずっと飲んだという、それは飽くまでも私の考えかも

しれませんが もしそう捉えるのであれば認めざるを得ません。ただ、今でも完全に飲

んだか飲まないかというのは、まだ記憶にないということです。

沼谷議員

ゴルフをやっている方の捉え方は聞いていません。つまり飲んだから帰れなかったと、

そう知事はおっしゃっている。だから、夕方に飲んだからもう帰れなくなったと。昼から

飲んだら、もうその時点で帰れないではないですか。

知事

いや、もし飲んだとしても全員は飲みません。飲まない人もいます。
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沼谷議員

このゴルフ場のホテルは、６月以降宿泊の利用を停止しています。なぜ泊まれたのです

か。

知事

いや、泊まれました。

沼谷議員

８人以上ではないと宿泊を受けないのです。７人で泊まれたのですか。もう一人いらっ

しゃいませんでしたか。

知事

泊まれました。

沼谷議員

県民の皆さんが大変苦しんでいる中、恐らく特別な計らいでゴルフを楽しまれたのだと

思います。正午には大館市に避難勧告が出ています。知っていてお昼にお酒を飲んだので

すか。

知事

この大館市の避難勧告については、残念ながらその時点でメールを見ていなかったと思

います。

沼谷議員

しかし、記者会見ではプレー中には避難勧告などいろいろ知っていたと。でも、そのま

ま飲み始めてしまったと、これ確信犯ではないですか。

知事

その後、午後３時、４時になってそういうメールがどんどん鳴り始めましたので、その

時点で見ています。正に避難勧告を知ってから飲んだということは確かであります。

沼谷議員

それから、記者会見で知事は１８時４０分、つまり午後６時４０分に国土交通省のホー

ムページで芋川の氾濫を知ったと、大変危機意識を持ったが、帰れなかったと、こうおっ

しゃっている。このときにどういう情報を得て、どういう話し合いをしたのですか、教え

てください。

知事

正確に言えば芋川ではございません。芋川の氾濫は午後１１時台です。ただ、国土交通

省の情報は１８時四十何分ごろに出ています。要するに子吉川水系が今後氾濫のおそれが

あるので、注意体制から警戒体制に移るという発表が国土交通省からあります。あの時点

で、子吉川水系といいますと一番最初に氾濫するのが芋川ということは大体分かっていま

すので、これはこのままでいくと芋川が危ないなという状況で国土交通省がランクを上げ

たものですから、その段階である意味でお酒を 帰らなければならないのだというよう

な判断をしたわけです。

沼谷議員

記者会見によると、芋川の氾濫の水位ということでびっくりしたと言っていますが、で

は芋川ではないのですね。

知事
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子吉川水系ということであります。ただ、経験則的に子吉川水系であれば、実際に氾濫

したのは芋川ですので、午後１１時ちょっとごろに。前にもそこの場所を視察しています

ので、そこの場所について芋川が危ないなということは直感したわけです。

沼谷議員

それから、今回同行したＯＢの方４名、私もよく存じ上げています。一緒に仕事をされ

た方もおります。その中にお酒飲めない方、下戸の方がいらっしゃるのではないですか。

その時点で一緒に帰ろうと思えば帰れたのではないですか。

知事

遠藤君ですが、彼、本来飲めないのです。ただ、たしかワインか何かを一、二杯飲んだ

という記憶があります。

沼谷議員

知事は、午後７時にはお酒を飲むのをやめたとおっしゃっている。同じように記者会見

で、迎えに来てもらおうと思ったが、夜中だから無理とおっしゃった。１８時４０分ある

いは午後７時を夜中と言う人はいませんよ、知事。

知事

確かに今のとおりその時点でもう少し重大性を感じていれば、その時点で迎えに来ても

らうことはできたと思います。ただ、一番重大に感じたのは、やはり芋川の氾濫、２３時、

この時点で部屋でずっと起きていましたので。一番非常に危ないというのは、その時点で

す。ですから、午後１１時ですので、その時点で迎えに これも先ほど言ったとおり後

で友人に言ったら、「何時でも行けた。」ということで、今は後悔しております。

沼谷議員

午後７時以降、２人の部長は何をして、何時に寝て、何時に起きましたか。一連の行動

を教えてください。

観光文化スポーツ部長

私どもは、知事がその場からいなくなってから、そのときはまだ知事以外の方はいまし

たので、そこに出ていたお酒を飲んで、何となく流れ解散のような形で皆さん三々五々、

部屋に行きました。それから、水澤部長と２人でその場所を片づけて、それから寝たので

午後８時半ぐらいにはその場所からいなくなったと思います。

産業労働部長

セルフサービスでしたので、飲んだものを片づけながら、午後８時半か９時か、ちょっ

と時間を正確には覚えていませんが、いずれ片づけを終えて、それから自分の部屋に帰っ

ております。

沼谷議員

３人一緒の部屋だったのですね。

産業労働部長

部屋は、それぞれ別々です。１人ずつの部屋です。

沼谷議員

記者会見と違いますが、そこは知事、どうですか。

知事

私は少し高い部屋でツインですが、ほかの人たちはシングルかどうか、どこの部屋に泊
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まっているかまでは存じておりません。

沼谷議員

一緒の部屋にというふうに新聞記事になっていますので、確認してください。

要は午後７時に寝たか、部屋に入ったか 午後８時か午後９時か分かりませんが

そろいもそろって、そこから電話一本誰にもかけない、どこにも確認しない。知事は、タ

ブレットで２３時の芋川の情報を見るまで起きていたと言いますが、起きている間何して

いたのですか。ただひたすらインターネットをやっていたのですか。そうだとしたら危機

管理能力ゼロではないですか。

知事

最終的に寝たのは午後１２時近くで、ただ朝早く行かなければならないという、そうい

う頭があったものですから、結局目を覚ましたのが午前３時ごろですが、いずれ気象情報

等についてのニュースも見ながら。ただ、宮城県ですので、余り秋田のニュースが入りま

せん。いずれこの段階で、今見ますと午後８時台から午後１１時の芋川の氾濫の情報が入

るまで７通のメールが来ています。このほかに秋田市のメールが入りますので、約１０通

ぐらいのメールが来て、こういうものも参考にしながら、国土交通省の情報も見て、確か

にその時点で全体を掌握して、正に行動に移せばよかったというのは、それが正解だと思

います。その時点で行動を起こさないというのが正に私のミスだと思います。

沼谷議員

お酒を飲んだ後、ゴルフをしたということは仮に横に置いたとしても、こういうことが

出たとき、気づいたときになぜ３人ともそれぞれ部屋を片づけてゆっくり部屋に戻って、

あるいはそれぞればらばらにというのは 何かそこで集まって電話をするとか、確認す

るとか、指示をするとか、そこが出来ないというのは しかも記者会見ではＯＢの方は

心配になって家に電話をしていると言うではないですか。なぜお三方とも電話一本されな

いのですか。私はそういうことにびっくりします。危機管理監うんぬんという話がありま

したが、そもそもそこがおかしいではないですか。危機管理監の責任というよりもそこは

知事の責任です。

知事

最終的には私がそういう指示、あるいは私自身が電話をして情報を分析しながら行動を

起こすべきだと思います。それは、正にそのとおりです。

沼谷議員

もう一つ、遊びに行ったので、公用車を迎えに来させるわけにはいかないと記者会見で

はおっしゃった。けれども、結局次の日、翌日に公用車で迎えに来させています。これは、

合法ですか、違法ですか。

知事

秋田市内の状況 私の頭ではどこか市内で万が一冠水があれば道路が止まりますの

で、道路情報をすべからく なかなか分かりませんので。いろいろな情報等をとりまし

たが、市内の東署までは何とか行けそうだということでしたが、その先の仁井田のほうは

駄目でした。ただ、例えば中央道も場合によっては止まる場合もあるので、そういうこと

も含めて帰りにスムーズに帰るという前提で、県庁に入るという前提であそこで待っても

らったというのは公用車の使い方として最低限許されるのではないかと思います。
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沼谷議員

公用車は緊急車両ではないですから、一般の車と同じように渋滞すれば渋滞、通行止め

は通行止めではないですか。知事の私用車と何ら変わらない。その説明はおかしいです。

知事

市内の状況は分かりませんので、公用車があそこまで行く段階で、やはり市内の情報は

市内にいれば分かりますので、そういう意味からすると私の情報量よりも公用車の情報量

のほうが多いので、そう解釈したと思います。

沼谷議員

総務部長、この私用の帰りに公用車を使うというのは認められているのですか。

総務部長

私用の帰りであっても、その次が公務であれば、そういう使用は認められます。

沼谷議員

そうであれば初日に公用車を使っていれば、恐らく県民の皆さんを守るための緊急行動

だったのです。それは、非難はあったかもしれませんが。でも、知事は自分を守るために

公用車を使用しているではないですか。着がえて、部長の２人を帰して、何事もなかった

かのように県庁に行くために公用車をそこで待たせて使っているではないですか。そんな

使い方は県民の皆さんは理解しません。

知事

いったん真っすぐ行けば良かったと思いますが、ただいずれ当初の段階では１１時前に

着く予定でした。それで、そういうことで１１時前に着くとすると、時間的余裕がありま

すので、まずいったん公舎に帰って それが途中から１１時前に帰れないということで、

そのうちに秋田市内の浸水情報がどんどん入ります。果たしてどういう道路を通ればいい

か分からないという状況もありますので、東署までは協和から行けますので、念のためそ

こまで調べてスムーズに県庁に行くような道を選んでということで、公用車に連絡したと

いうことです。ですから、その捉え方については、そういう捉え方をされるとそのとおり

かもしれません。

沼谷議員

知事は、記者会見でも許されない状況になれば、自分で出処進退を考えるとおっしゃっ

ていますが、既に許されない状況にあると思いませんか。

知事

極めて様々な御批判は受けておりますので、非常にそういう意味では遺憾な状況ではあ

ると思います。

沼谷議員

私は、知事はスリーアウトだと思います。県民よりもゴルフと飲酒を最優先した、この

判断ミスがワンアウトです。２つ目は、知事がその夜に結局何も判断せず、何も指示もし

なかった、この不作為でツーアウトです。３つ目は、もちろん虚偽の説明、公用車を不正

かどうかは別にしても、そうやってごまかして県民の皆さんに嘘をついたと、これでスリ

ーアウトです。だから、判断ミスと不作為と虚偽、スリーアウトチェンジです。知事がや

っていることは全部自分ファーストなのです。違いますか。

知事
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そういう御批判は、受けざるを得ないと思います。

沼谷議員

一緒に同行されたＯＢの方々、現職の部長お二人、個々のことを申し上げませんが

知事、県庁を食糧費時代の酒と接待で信頼を失った、あの古い県庁の時代にみずから時計

の針を逆戻りさせてしまったという自覚はないですか。

知事

非常に県民に対して極めて申し訳ないことをしたということは、重々刻んでおります。

沼谷議員

先ほど部長のことを「メールを受信するようにしていなかったので処分する。」とおっ

しゃった。では、メールを受信して、あるいはいろいろなことが出来る知事が、何もしな

かった知事はそれ以上のもっと重い処分があるはずです。それは知事御自身も分かるはず

です。知事、どうですか。

知事

おっしゃるとおりだと思います。

沼谷議員

最後にします。いわゆる市町村に災害本部がどんどん立ち上がっている中でも、これを

知事が不在ということもあって 休暇ということもあったのでしょうが、そういうこと

をもろもろ忖度をして 災害連絡室のままで会議も開かなかったと。あるいは、県の総

務部から市町村には有事の際にはインターネット、ソーシャルメディア、ツイッター、こ

ういうものを使ってしっかりと情報発信、収集してくださいと指導しているはずです。し

かし、これもこの２日間、一度もツイッターもフェイスブックも更新されていないです。

ホームページは、後からさかのぼったかのような それはいろいろな解釈があるかもし

れませんが そういうことをやっているわけです。そして、挙げ句に知事が嘘をついた

ことを何とも思わない、変だと思わないと、こういうことでは大変困るというか、組織と

しておかしいではないですか。県民を守らなければいけない県庁が知事を守るための組織

になってしまっているのです。今回のことは非常に懸念します。その組織を知事は立て直

さなければならないのですが、そういう組織を作ったのは知事自身ですから、私は知事に

それが出来るとは思わないのです。

座長（議長）

沼谷議員に申し上げます。会派への割り当て時間を超えましたので、質疑をまとめてく

ださい。

沼谷議員

そういったことも含めて、知事御自身の責任、判断を、しっかりと出処進退を考えてい

ただきたい。私は、身を引くべきだと思います。以上です。

座長（議長）

以上で民進党会派の質疑は終了しました。

次に、公明党会派の質疑を行います。田口聡議員の発言を許します。

田口議員

大分厳しい意見が出ていますが、知事、平成１８年豪雪は覚えていますか。

知事
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はい、覚えています。

田口議員

当時知事は、秋田市長でしたよね。平成１７年の暮れから大変な豪雪で、秋田市内が麻

痺して市民生活にも大きな影響を与えたと。そのとき知事はどうされていましたか。

知事

私も市長になってから初めてですし 実は昭和４８年にあれ以上の豪雪がありまし

た。あの記憶がありましたが、あのときはまだ職員になってすぐです。あのときは、本当

にすごい雪で、全く動きがとれないと。あの昭和４８年まではいきませんが、車社会にな

ったものですから、これは大変だということで、私自身約１カ月間、作業服、ヘルメット

で、夜もずっと現場の指揮をしたという記憶があります。

田口議員

今の県議会議員の中で知っている方はなかなかいないと思うのですが、そうだったので

す。年末年始、不休でこの豪雪対応に当たって、８日に私と井上幹事長が市役所におりま

して、今後どういうことをお手伝いできるのかという話を伺った記憶があるのです。そう

やって平成１８年、知事は当時市長で頑張られたのです。平成２３年３月１１日も覚えて

いますか。

知事

覚えています。正に議会の最中でした。

田口議員

このとき議会の最終日で、秋田県には被害がほとんどなかった。知事はその後すぐ被災

地の支援に先頭に立って当たったのです。岩手県におにぎりを送りました。いくら送った

かというと、５日間の間に約８万５,０００個、その後宮城県にも送ったのです。大体１

カ月半の間に９１万個を送っているのです。ＤＭＡＴ（災害派遣医療チームのこと）、人

も派遣し、そして被災者の受け入れをしました。最後は、渋谷議員とも議論になりました

が、瓦れきを受け入れしたと、こうやって頑張ってきた知事なのです。それが今回非常に

残念なのですが、今追及を受けていると。私は、市長時代、そして今までの県知事の姿を

見てきた一人として、また被災をされた方々、その心情を思うと本当に残念でならない。

まず、これを申し上げておきたいと思います。

それで、知事がいなかったと。では、知事がいなければ副知事２人が対応しなければい

けない。それがいない時間もあったと。そういう場合、危機管理監がしっかりやらなけれ

ばいけないと。危機管理監は、知事とどういう連携をとられたのか、そこをお聞かせくだ

さい。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

今回の２２日、２３日の災害に当たりましては、先ほど来お話ししているとおり、午前

９時過ぎに土砂災害警戒情報が出た際、災害連絡室を立ち上げ、以降県内の様々な状況に

ついて何回かにわたってメールで報告をしたということです。

田口議員

それは連携とは言いません。ただの報告、連絡です。それだと対応できないではないで

すか。なぜ一本も電話を入れなかったのか、非常に私はそれが悔やまれるのです。知事か

らもそうですし、危機管理監からもそうです。副知事からも電話が入っていない。電話一
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本入れていれば、秋田県の現状が分かるはずだったのですが、それを逸したということは

非常に残念です。石田議員もおっしゃったのですが、今回の対応について、知事も含め、

県の幹部の責任はやはり大きいと思いますが、どうですか。

知事

最終的には私の責任です。ただ、今思えば最初に危機管理監制度を設けたとき、その危

機管理監であった大石という者が 彼は昔私と一緒にいたこともあって、当時メールが

あったのですが、うるさいくらい電話をすぐかけてきたということで。私は今回のそうい

うことは危機管理監の責任というよりも 代々危機管理監が代われば一番やりとりをし

ますので、何かあったら遠慮なく連絡ということで ただ、今回人事異動で危機管理監

がすぐに代わったものですから、そこについて現在の鎌田君にしっかり私から「遠慮なく

いつでも電話しろ。」ということを言っておけばよかったと思います。今までの危機管理

監については、いつもそういう話をしていましたが、急に代わったものですから、そこは

言いそびれたままで来たということは、自分自身で非常に残念だと思います。

田口議員

すごく懸念しているのは、これは意識しないで、知らず知らずのうちに知事に進言した

り、物を言ったり、そういうふうなことができない雰囲気が幹部の中に出来ていたのでは

ないか。それがあれば困るなということです。これを改めてそういうのをまず払拭しても

らいたい。いかがですか。

知事

正にそのとおりで、そういうことからして、先ほど自民党の議員にもお話ししましたが、

そういった責任をしっかり果たすように、何でもかんでも私が口を出さないように、そし

て結果責任は私が負うというふうに各部局などの自立性を高めなければならないと思いま

す。

田口議員

今話をしているのが本庁の事務方、幹部の話です。では、今回の水害で現場はちゃんと

動いていなかったのかという話です。その現場を抱えている建設部長と農林水産部長に伺

いたい。どうですか。

建設部長

建設部関係では、先ほどもお話ししましたが、警報が出た段階で、まずすぐに登庁する

ようになっています。これは、現場と本庁の両方です。道路も河川も出ております。現場

で集めた情報を本庁で集約しまして、必要があれば、例えば河川の水位が上がってきたと

か、道路がここで寸断されているとか、そのような情報があれば市町村、警察、国、そう

いった関係機関に連絡するような体制をとっております。

農林水産部長

大雨に限らず、爆弾低気圧、台風や大雪など自然災害があれば必ずと言っていいほど農

業被害は出ますので、一年を通じてふだんからそうした警報なり天気の状況を見て、速や

かに被害の状況を把握する体制はとっています。このたびの豪雨に際しましても、２２日

土曜日の午前中には部の主管課の農林政策課、それから災害を取りまとめる水田総合利用

課、そして土地改良関係の農地整備課のそれぞれの担当者が土曜日のうちから詰めていま

して、既に地域振興局に２次被害を注意しながら被害状況を把握するように指示をしてい
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ます。２３日以降は議員がお分かりのとおりの対応をとっている状況です。

田口議員

今両部長からお話があったとおり、県庁のトップの上のほうで災害対策本部を作る、作

らない、そういうミスや遅れがあったにしても、もう現場はちゃんと動いていたのです。

それがあるから今回の災害で人的被害も出なかったし、その後の対応も我々農林水産委員

会は２日目に現場等へ入っているのです。現場はしっかり対応している、動いていたとい

うことを確認したかったのです。知事、どうですか。

知事

正に私の失態にもかかわらず、現場の職員が最善を尽くして災害に当たったということ

については、職員に対して非常に感謝もしますし、また私自身のことについては、職員に

対しても大変申し訳なく思っています。

田口議員

終わります。

座長（議長）

以上で公明党会派の質疑は終了いたしました。

次に、日本共産党会派の質疑を行います。加賀屋千鶴子議員の発言を許します。

加賀屋議員

最初に、危機管理監にお伺いしますが、２２日の段階では詳細な把握ができていなかっ

たという答弁が先ほどありました。２２日の状況もかなり県内のいろいろなところで大変

な状況があったわけですが、それをそれぞれの自治体などから報告を受けるというシステ

ムにはなっていないのですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

当日の各市町村からの報告なり、あるいはこちらからの聞き取りの中では、様々な浸水

等の被害状況や避難勧告等の避難情報を発令した状況などについての情報は入ってきてお

りました。しかし例えば具体的な冠水の状況ですとかを個々に なかなか市町村でも把

握し切れていないところもあったでしょうし、こちらとしてもそうした確認をしている市

町村に対して逐次確認をするのを若干遠慮してしまったというところもあろうかと思いま

す。そういう意味で状況の全体像をなかなか把握しにくいという状況にあったのは確かで

あります。

加賀屋議員

確かに災害時ですから、瞬時にというようなことは難しいと思いますが、ただ県内の災

害の状況を正確に早くつかむということが適切な情報提供や判断などにつながりますの

で、是非この点については努力をしていただきたいと思います。これは、私が２３日の午

前中にどういう状況、被害が起こっているのかということを今の段階で掌握しているもの

を報告いただきたいと言ったときに、なかなかそれが出てきませんでした。会議に間に合

うように準備をしているということでした。それは多分９時過ぎ、１０時前だったと思い

ますが、１１時から会議をされるというわけですから、そういうきちんとした情報を持っ

て適切な会議等、その段階での判断をすべきだと思いますので、このことについては是非

努力をしていただきたいと思いますが、いかがですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長
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確かに議員のおっしゃるとおりだと思いますので、こうした災害が発生している中での

現状の把握、情報の収集についてはいろいろな機会を捉えて市町村とも充実させるような

形で考えていきたいと思います。

加賀屋議員

次に、知事にお伺いします。先ほどもありましたが、２２日、両副知事が出張でいらっ

しゃらないということで、空白の２時間という新聞報道もあります。そういう状況や今回

の気象状況の中でゴルフに行かれたという判断は、私は、危機管理が甘いというだけでは

なくて、やはり県の最高のトップとしてどう仕事をされるかということにも深くかかわる

問題だと思います。なぜそういう判断をされたのですか。とどまるという判断はできなか

ったのですか。

知事

これも私の責任ですが、両副知事の日程と私の日程については、大まかにはその日に分

かります。しかし実際のもう少し細かい日程を共有するという前提ではない状況になって

います。ですから、そこも今回秘書課で やはりそこについての情報もお互いに共有す

るということは必要ですので、これは基本中の基本のところが抜けていたと。私と両副知

事の日程そのものや公務のときもおおよそどこに行っているかというのは分かりますが、

何時に帰るか、あるいは何時ごろに秋田に戻るか、出るかということは全く共有をしてい

ませんので、休日であってもそこら辺についてしっかり捉えるような手法を 別に難し

いことではないですから、これは今反省点です。

加賀屋議員

今知事もおっしゃったように特に難しいことではないですよね。確認をしていればきち

んと分かった問題であって 私は医療現場にいて医療事故だとか、その事故の前の段階

のいろいろなことを経験してきていますが、小さい不注意だったり、確認をしなかったり

が積み重なって大きな事故になるというのは、医療の現場だけではなくてどこでも同じで

す。行く前の判断や今回のことも話を伺っていますと、気象の情報を受けるというふうに

なっていなかったと、受けてもそう深刻に受けとめなかった。これを聞いている上では、

県民の方たちは納得できないと思います。こういう姿勢で皆さんが仕事をされているなん

て誰も思っていませんから。この点については、いかがですか。

知事

正に御指摘のとおりであろうと思います。いずれ緊張感、あるいはそういう状況での情

報共有、報道などについてもしっかりこの後 システムの問題もありますが、気持ちの

問題が一番ですので、気持ちの問題も含めてしっかり直さなければならないと思います。

加賀屋議員

虚偽の説明をされたことに関してですが、今聞いていますと本当にこういう形で仕事を

しているのかということが１点と、あとは説明が嘘だったということがあります。県民の

皆さんは、真実は何かと思っていると思いますので１点お伺いします。最初、大崎市のゴ

ルフ場とおっしゃっていましたが、それが、加美町だったのです。それはどうして間違え

たのですか。

知事

私が大崎市と言ったわけではないですが、実はこれは本当に間違いです。県内は分かり
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ますが、県外のゴルフ場に行く場合に、何町にあるかということを余り気にする 私だ

けでしょうが、一般的にはナビの設定もゴルフ場で設定しますので、どこの町にあるかと

いうのは非常に分からないです。これからは県外には絶対行かないようにしますが、例え

ばたまに行く安比のゴルフ場は何市にあるかといっても分かりません。一般にそういうの

が、私の悪い習性かもしれませんが、実際に本当に最近まで分からなかったという。自分

で企画するとこれは分かりますが、全部人任せで、自分で運転しないで行くものですから、

そういう意味で分からなかったというのは真実です。

加賀屋議員

この間何回かの真実ではない報道を県民も含めて聞いていますので、今ここでそれが真

実だとしても、なかなか県民の皆さんは「そうですか。」と納得できない状況があると思

います。新聞にも県民の皆さんからの厳しい声がありますし、私たちのところにも届いて

います。被災者の方などは、最初のゴルフをされていたという報道を知ったときに被災さ

れた方は 自分たちも避難勧告が出て避難をして一晩避難所で泊まって帰ってきて、そ

の処理をしていました。その場で何か要望がありますかと聞いたら、「今回人的な被害も

なくて本当に良かった。ただ、残念なのは、やはり知事のあの行動です。」と肩を落とさ

れました。それから真実が、また嘘というか、それがありましたよね。本当に県民の皆さ

んは納得……

座長（議長）

加賀屋議員に申し上げます。会派の割り当て時間を超えましたので、質疑をまとめてく

ださい。

加賀屋議員

了解しました。説明をされても納得できないということが今の状況だと思います。申し

入れもしておりますが、是非、知事の潔い自分での責任のとり方を求めて終わりたいと思

います。

座長（議長）

以上で日本共産党会派の質疑は終了しました。

次に、もりやま会派の質疑を行います。平山晴彦議員の発言を許します。

平山議員

知事、きょう各議員が質問したことは、これは全て県民の声であります。大変厳しい状

況にあると思いますが、まず私もそれなりの話をさせていただきたいと思います。

危機管理監に伺います。気象台とのやりとりは危機管理監が窓口なのですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

私が窓口というよりも、総合防災課長が基本的には窓口になって情報を得ています。

平山議員

実は、２１日の気象情報については、ホームページでこの先行きの情報が出ているわけ

です。これが出るとなると、やはりその先行きとしていろいろな警報が出ると これに

ついては把握していましたか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

気象に関する警報につきましては、自動配信メールによって、どこの市町村にどういっ

た警報が出たかというのは得られる状況にありましたので、基本的には把握はしていたと
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ころであります。

平山議員

いや、そうではなくて、気象台から出ると、それなりにその次の警報があると、そうい

う位置づけにされているのです。特別警報は平成２５年８月３０日から３段階になったの

ですが、これは先があるよということで出されたホームページの記載だと これは気象

台が言っているのですが、これはそういう把握をしていなかった、理解をしていなかった

ということですか。

総務部危機管理監（兼）広報監（兼）総務部次長

いわゆる気象に関する府県情報というものだと思いますが、気象台等のホームページに

掲載をされて全県的に注意を呼びかけるというようなものだったと思います。そうした情

報が出れば、防災担当職員の中では一応情報共有がされていると思いますが、それ以上の

情報の共有の広がりというのはちょっとなかったかと思います。

平山議員

その１週間前の１５日、１６日、１７日と連休のときだったのですが、そのときにも大

雨が降ってそれなりの被害は受けたわけです。その手当てをしてはいただきました。先ほ

ど建設部長と農林水産部長のお話しのとおり、それぞれ地域振興局だとか、その担当者は

手当てをしていて、約１カ月間続いてそういう対策をしてくださっているわけです。そう

いう中で、当日、２２日、朝５時４６分にいろいろな警報が出ている中、７時に出発した

わけです。知事は、その時点のニュースだとか、そういう気配というものを感じませんで

したか。

知事

やはり若干浮かれていたところもあると思います。そういうことで、先ほどからお話し

していますとおり、もう少し真剣に気象情報等を分析しながら自分で判断をすれば良かっ

たと思います。また、私自身、気象の専門家でもありませんので、そういうところについ

て今回の反省点として、何かあったらそういう専門の情報をしっかり踏まえるということ

も必要であろうということで反省しています。

平山議員

９時１４分に災害連絡室を立ち上げているわけです。実は、知事がプレーする直前です

が、１０時１９分に五城目町ではエリアメールが鳴りました。エリアメールがいわゆる秋

田県の土砂災害警戒情報ということで発表になりました。そういう情報、まだ県内を走っ

ていた時間帯だと思うのです。そういう状態で、いわゆるラジオだとか、また部長２人一

緒ですから、そういう情報というものはとられなかったのでしょうか。

知事

１０時２０分に五城目町に土砂災害警戒情報が発せられたというのは、メールに残って

いました。全体で２２日の午前６時から２３日の午前６時まで、私のところにメールが

１３０通近く これは秋田市のメールも入りますので 入っておりまして、その中で

１０時２０分には五城目町の土砂災害警報という情報が入っています。

平山議員

そうすれば、それは途中で見られたということですか、それとも後になってから見られ

たということですか。
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知事

この段階では後で見たと思います。

平山議員

先ほど来から話が出ているのですが、そういう危機管理のなさが全てだったと思います。

いろいろな中で、ドイツの社会学者のニクラス・ルーマンという方が信頼というものにつ

いて訴えている部分があるのです。現実の社会は複雑だと、そして人間が様々な状況にお

いて特定の点では信頼を寄せられるか、寄せられないかだと。今回のことで、知事は県民

の信頼を損ないました。でも、私はある意味、この先の知事の頑張り、また県庁の頑張り

により、復旧やそれ以外の県の大きな課題を一つ一つ解決していけば 知事は県民全て

の信頼を失っているわけではないです。今回の数日間の対応などで信頼を大きく失ってい

るわけですが、それを取り戻せると私は思うのです。実は、６年半前の東日本大震災の際

我々は改選の時でした 知事は頑張って、そして頑張り過ぎて体調を崩したのです。

それから、今回も災害のときに知事がまたこういういろいろな心労やら、いろいろなこと

を背負い、体調を崩されたら何にもならないと思うのです。その点について、どう受けと

めますか。

知事

大変ありがたい激励の言葉と受けとめております。ただ、今回の事案については、私自

身、大変心から県民の皆さんに申し訳ないことをしたということで、また私自身のみなら

ず県政に対する信頼を損ねたということについては大変な責任を感じております。当然今

回の事案については、私の人生の中で死ぬまで背負っていくべき非常に不名誉なことと思

います。そういうことで、今後とも今回の事案をしっかり胸にいつも入れながら今後の仕

事をするという状況であります。

平山議員

最後に、私は今回のいろいろな責任は知事が全て負うべきだと思います。私は、部長方

が今の状態では知事に言えなかったと思います。ですから、今度はそれを変えて、部長も

知事にいろいろなことを進言できるような体制づくりをお願いしたいと思います。知事、

最後に県民の皆さんに一言言っていただければありがたいと思います。

知事

改めて正に大変不名誉な事態に至ったということは、全て私の不徳のいたすところです。

そういう意味で、県民の皆さんの信頼を損ね、また県庁に対するいろいろな目が厳しくな

ったということについて、これは全部私の責任ですので、心からおわびを申し上げたいと

存じます。今後、もし許されるのであれば、しっかり仕事を前進させることによって、少

しでも、一歩でも前に県勢を進めることによって、この不名誉な事態を挽回する機会を与

えていただければ幸いに存じます。改めておわびを申し上げます。

平山議員

終わります。

座長（議長）

以上でもりやま会派の質疑は終了いたしました。

これをもちまして予定された質疑は全て終了いたしました。

最後に、私なりの所感を述べさせていただきたいと思います。
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本日の全員協議会では、知事及び執行部に対して大変に厳しい意見や批判、要望などが

ありました。執行部としては、県職員は知事にしっかりとした情報伝達や進言をしなけれ

ばならない立場にあるということを再認識しなければならないと思います。また、このよ

うな災害時の知事への連絡体制にも重大な課題があることは明らかですから、知事への連

絡手段を含め、しっかり見直しをしていただきたいと思います。

特に今般の知事の対応は、極めて緊張感を欠き、県民からの信頼を著しく損ないかねな

いものと感じております。職を辞すべきとの意見などもあったところであり、知事にはそ

うした厳しい意見を真摯に、かつ重く受けとめ、今後緊張感を持って当面の災害復旧を含

め、県政の信頼回復に向けた努力をしていただきたいと思っております。

また、今回の大雨による災害対応については、我々県議会としても執行部と連携して迅

速に対応していく必要があり、早期の復旧に万全を期していきたいと考えておりますので、

よろしくお願いします。

それでは、長時間にわたり大変お疲れ様でございました。

これで全員協議会を閉会いたします。

午後４時５０分 閉会


